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地質図幅事業の

歴史と現オ犬

はじめに

昭和47年(1972)は地質調査所が創立されてから90周

年を迎える.この機会に日本における地質調査事業の

うちで重要な部門を占める地質図幅調査事業の概要を

のべよう･地質調査所の創立のもっとも大きな事業は

地質図橿のf乍成であり魂在に達するまでには種々の経

過をたどってきた.地質調査所事業のうち初期の頃は

大部分が地質図幅事業である､現状をのべる当って図

幅事業の歴史をのべなくてその本質は語れない.した

がってここでは図幅事業の歴史をややくわしくのべる.

本稿執筆に際し今井功神戸信和井上英二ならびに

稲村行雄の4技官から資料を提供された.･厚く謝意を

表する.

I地質図幅とはどんなものか

地殻の表面すなわち地表には昔にできた地層や岩石

またはできつつある地層などカミ広がっている.これら

の地層や岩石を系統的に分類しそれらの分店を地形図

のうえに平面図として示したものが地質図である.分

布状態をはっき､り示すためには色を塗るとか記号によ

るとかあるいは模様をつかって表現する.

こうして示した平面図は岩石や地層の相互の移り代わ

りの関係すなわち整合不整合断層など福山の状

態を示す榴曲軸ののび層理面片理面流理面などの

方向や傾きを測定した場所について記号や測定値を記

入し化石鉱石の産地などを示して地質の状態を地

質図を読取るだけでもかなりよく判るようにする.

地形を省略して地質図だけを示したのも地質図には違

いない一主要な河川三角点重要な地点など地質図

を見る人にそこがどうなっているか理解させられな

いものでは仕方がない.地形図と同じように凡例縮

尺方向などとともにその地域の位置や情況がよく判

るようにするべきである.したカミって論文とか地質の

説明書の中でのべる地名は地質図に示しておくべきで

このような手数をかけ恋い地質図は他人に見てもらうた

めのものではたく自分の心おぼえのメモの役にしか立

たないといえよう.

鉱山の坑内トンネルダムの堰堤付近などの地質を�



示したのも地質図には違い

たいがかなりの範囲にわ

たった地質を示したものを

地域地質図(Reagiona1

geo1ogicmapまたはArea1

geo1ogicmap)という.

位置や地層相互の関係など

を明確にするためには地形

図の上に地質図が描かれ

る.一般に等高線式の地

形図が用いられる.

地質構造や岩石の出現し

た情況などを表現するため

には一定の場所を切断し

たと仮定し地下の構造を

示す地質断面図を添えたり

洪積層沖積層などの水平

層の状態を示すには深井戸

などから得られた地質柱状

図が加えられる.特定の

第1図ライマンらによる北海道地質図(開拓便利)著者には日本人助手13名の名があげられる.

仮学校卒業者は12名といわれるので助手のうちには少数の人の出入りがあったのだろう.

地質を対象にした地質図一だとえば第三紀の地層だけ一

もあるが地域地質図はその地域の地質全般について研

究されるのがふつうである.

より広範囲の地質を組織的に研究し成果を公表する

には地形図幅の上に地質図を描き多くの人の成果をつ

なぎ合わせてみられるようにシリｰズ(Se工ies)が

作られる.これが地質図幅である.

II地質図幅事業

目本全土を一定の規準で分割し個々の枠の内の地質

をほぼ一定の図式で表現し順次につなぎ合わさるよう

にする.一般に枠は南北(緯度)と東西(経度)とに

よって分ける.個々の図幅を作り次第に全国におよ

ぼすのが地質図幅の調査事業である.この事業の根本

方針は日本の地質を解明し国家的な立場からこれ

を紹介するにある.それゆえに地質の調査研究の成果

を広く公表し地学の研究鉱工業技術の発展などに寄

与し国土の開発ならびに保全などに関する基礎的狂資

料を提供する.

地質図幅は広い分野にわたって利用されるようにい

わゆる多目的に応じるように作られるので特定の分野

一だとえば鉱山とか炭鉱などの稼行にだけ店ずるもの

ではたい.したがって特定の目的に対しては地質図幅

によって広範囲の地質を知った上でその目的に対応し

た縮尺の地質図を作って実用に供せられるべきである.

世界の多くの国では自らの国土の地質の解明を基本事

はじめの

業としその研究成果を公表して地球科学の発展およ

び地下資源の把握などに寄与している.

第1表に諸国で採用されている縮尺を示した.Sは

いわゆる狭義の地質図幅Fはわずかの図幅からなる全

国図のものである.日本の地質全図は縮尺1:2,O00,000

で3図幅1組になっている.

最近ECAFEや万国地質学会だとの提唱によって国

際的な地質図が作られるようになりそれに資料を提供

するために各国の地質全図の編集が急速に進み地球全

体の地質の解明に向かっている.

皿日本の地質図幅事業の歴史

地質図幅の事業のはじまりは地域地質の歴史でもある.

わカ洞の地域地質の研究は時代がすすむにつれてか放り.

の変化がある.地質調査所事業または地質学会の進歩

などのすう勢などによる推移もあるがここでは地質調

査所の変遷からみて行書たい.第2表に地質図幅の進

歩とおもな出来事を示す.

皿一1地質調査所創立前

a)探検時代

文久元年(1861)に徳川幕府はアメリカの地質鉱床技

師ウイリアム･ブレｰクW.P.BL畑とラファェノレ･

パンペリｰR.PU皿PE皿Yを招いて北海道道南地方の地

質鉱床を調べた.渡島半島地質踏査図(1:460,000)

はわカ幅で最初(1962)の地質図である.明治4年､�
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第2表お
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来事と地質図煽の進捗表
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(1871)北海道開拓使から招かれたトｰマス･アンチセノレ

TANTI§肌Lや明治5年(1872)には榎本武揚によっ

て北海道で地質調査がたされた.明治5年(1872)北

海道開拓使でアメリカ人ベンジャミン･ライマンB.S･

LY肚Nらを招いて地質調査を実施した.ライマンは助

手のヘンリｰ･マンロｰH.S.MUNRoEとともに開拓

使仮学校で教育した日本人助手とともに明治6年(1873)

から北海道の地質測量調査をはじめた.ライマンは自

分たちの成果やブレｰク匁どの資料を総括して明治9年

(1876)日本蝦夷地質要略の図(AGeo1ogica1Sketch

MapoftheIs1andofYe;so,Japan,)を刊行した.

第1図にこれを示す.縮尺1:2,000,000の北海道全

図である.〔泣明治5年(1872)北海道開拓使顧問ホｰレス

･ケプロンH0RAc亘CムPR0Nの建言で芝増上寺に開拓使仮学校

を開設しここで12名の助手が養成された.明治7年(1875)

仮学校は札幌に移り札幌学校翌年(1876)札幌農学校のち文

部省直轄どたり明治40年(1907)東北帝国大学農科大学に昇格

され大正7年(1918)に北海道帝国大学設立に伴い東北大学

農科大学が北海道帝大に移管された.〕ライマンは二石油二石

炭鉱床その他について内地でも多くの業績を残しま

た日本人助手も地質学に対して多くの貢献をした.明

治4年(1871)工部省に招かれたコットフレｰ(英文名

不詳)は各地の鉱山や炭鉱などの開発や指導に当って各

地を視察したカミその成果を総括して明治13年(1889)

に日本地質略図を地学雑誌(旧版)に公表したといわれ

る.

b)地質調査事業の開始

明治7年(1874)に内務省地理寮に木石課がおかれて

山林や土石が取扱われることにたった.明治10年(1877)

にはこれが地理局山林課と改称された.

この年にたって東京大学に地質学科が開設され独逸

人エドモンド･ナウマン皿N畑皿州Nが教授和田緯

四郎が助教(授)〔注助教が正式名でこれは雛の助教授に当る

のである〕に任命されている.ナウマンらは相前後

して地質調査事業の必要なことを政府に建議した.こ

れが容れられて明治11年(1878)に山林課から地質課が

独立した･これに先立ち前の年(1877)和田らによって

甲斐および伊豆の地質調査が試験的に実施された.

明治12年(1879)に和田は地質課長心得どたりナウマン

も東京大学から移って地質調査事業の計画指導に専念す

ることにたった.

ナウマンと和田とは地質調査を予察と詳査とに分けた.

予察は縮尺1:400,000地質図を詳細は1:200,000

の地質図と説明書をつけこれに1:100,000の土性図

とその説明書とを併せて作成する.地質詳図は12カ年.

で日本本土の地質図を完成することになった.

明治13年(1880)の内国地質調査施行之主意には方

法の要略が次のように掲げられた.

縮尺:20万分の1.地図の幅員ψ277血×0,456㎜

全国地図の総数:93図1カ年に調成すべき数

:地質地形土性各8図技術専務人員:地質調査

長!名(外国人)地質掛]2名地形掛長1名(外国人)

地形掛6名土性掛長1名(外国人)土性掛6名分

析掛長1名(外国人)分析掛6名製図掛6名技術

場使丁数名(石工など)1期間の工程:1カ年1,633

方里を調査しその図を編成土業年限:内甲の面積

19,373.99方里とし1期間1,633方里の割合で全国の工�



事を12年で終わる.その年間技術者は毎年春秋冬3

ヵ月をもって各地を巡回し冬夏6.カ月をもって調査ず

み地方の地図を調成し説明書を作成するというにあっ

た.｡(注:1方里は16kn12)

この年に富士川と江戸川との中間の地域を第1区調査

地域と定めて地質調査が開始された.翌年(1881)第

2回調査区域として関東地方から新潟に至る区域の調査

が行なわれた.ナウマンを地質調査長として調査員は

7名測量は外人技師1名と測量員5名が従薯した.

同年地質課は農商務省に所属した.

明治12年(1879)東京大学地質学科の第1回卒業生の.

小藤文次郎は明治13年(1880)に｢石川県加賀国手取川

近傍地質概渕｣を公表している.

皿一2地質調査所創設期

明治14年(1881)に一時的に地質調査所とよばれた時

期があったが再び勧農局地質課にかえった.地質調

査所の創立は明治15年(1882)である.和田が初代所

長に就任した.この年に処務規定が定められた.地

質係は地質を調査し地質図を作成し鉱産物の量およ

び品位を査定すると定めた.これから今冒まで90年を

経過した｡

明治11年(1878)から18年(1886)頃までは図幅事業

の準備期でありこの間は地質家を含め技術者が不足

しておりわずかの技術者も未経験者であり地質調査

は探検旅行というような悪条件の下で業績は神々あげ

られなかった｡それにもかかわらずいくつかの報告書

が出版されている.'製図家は明治18年(1885)になっ

てようやく採用されるにいたった.このような情況の

下であるから印刷技術は未熟であり石版によって地質

図幅の色刷りを印刷することは最初はほとんど不可能で

あったといわれる.地質調査所の方だけ技術カミ向上し

てもどうにもならぬことである.これについて東陽堂

の吾妻徳三郎は多くの努力を銘した陰の功労者であった

(井上構之助1907bp･81-82).

明治ユ5年(ユ882)には第3回調査区城は窟士川の西

側で天竜川川口から飛騨高山窟1⊥1を結ぶ線の東側が

選ばれた.

明治17年(1884)には日本全国地質略図が完成され翌

年(1885)の独逸で開催された万国地質学会に展示された.

事業がはじまって数年たってもなかなかはかばかしい

業績はあがらなかった.地質調査にしてから未経験背

が多くまた他の面の技術も低く政府の理解も必ずし

も十分ではなく当時は研究機関もほとんどなかったの

で多方面からの要望に答えたために本務に十分榔等間

カミさけなかったので業績カミ上らなかったのであろう･

そのためナウマンは明治18年(1885)に解任されるにい

たった.

皿一3基礎確立進展期

明治18年(1885)からナウマンに代わって和閏が事業を

監督することにたり地質調査所は地質局に昇格した.

明治11年(1878)に野外調査は年間6ヵ月と定められ

山だがナウマンの時には五回幅の期間は一定しなかった.

和田はこれまでの経験にもとづき外業を4ヵ月内業

を8ヵ月とし地質調査は1人1年に地質詳図1図

(302～342方里)予察調査はその3倍の地域を完成する

と規定した.また予算の都合で地質家の定員を技師

8名技手2名とした.

この前年(1884)はじめて待望の地質図幅が完成された｡

ライマンによって育成された西山正吾の伊豆図幅である.

第2図にそれを示す.和田は明治23年(1890)まで

地質局長25年(1892)まで鉱山局長兼地質調査所長の

職にあったがこの時期には事業が軌道にのって業績は

大にあがった.和田の管理能力が大きかったには違い

ないがもう1つの理由はナウマン時代における不振が

技術の発達につれてここで一気に敢リ返せたものもあ

る.一種のタ.イム･ラッグが加わったものであろう.

1:400,OOO予察図と日本地質全図

縮尺1:400,000予察地質図の調査は当時交通があ

まり発達してい板かった地域について未知の分野で比較

磯繍烹篶1111流

によって定められた地域は今の1:50,000地形図幅に

して36枚分の面積に当りその範囲には必ず急峻祖山岳

地帯が含まれる.もし海や平地が多ければそれだけ日

数か減らされて域外の範囲が加わることになる.

第2図肩本殿初の地質図幅縮尺王:200,000地質図幅｢欲豆｣(西山正

吾著)輝肩安山者石葉安I土1岩輝線珊岩石英斑渚第三紀層

欝四紀層に区分されてV'る�
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明治13年(1880)から15年(1882)まで第1区から

第3区までの調査が行法われ同年には奥羽地方と第3

区の北西側の北陸の予察調査16年(1883)には琉球諸

島を除き中国四国九州の予察調査が実施された.

奥羽地方の地形測量には伊能忠敬の測量が一部で役立っ

たといわれる.地形図作成のための磁力観察は主要な

ルｰトで行なわれユ5年(1882)から17年(!884)まで

つづけられた.

この予察図は内地のみで5図幅として計画されて北

海遣は除外される.明治19年(1886)東北部同20年

(1887)東部同21年(1888)中部同27年(1894)西

部および西南部の公刊が行なわれた.最初の東北部は

他に比較して精度が劣っているので明治28年(1895)

より再調査がはじめられ明治34年(1901)に第2版が

出版された.この種の仕事は不便な地域でしかもほ

とんど資料がないところであったから調査には多くの困

難を伴ったと推察される.筆者カミかつて飛騨高原とそ

の周辺で地質図幅の作業に従事したがここには小蘇文

ばん

次郎の手取川の調査と坂市太郎の飛騨匹1近の地質調査

報文とが公表されている.坂の地質図は縮尺カミ小さく

調査にはあまり役立たなかったがのちに飛騨高原地域

を1:500,000地質図に総括し坂の成果があまりにも

当をえているのに驚かされた.70余年前において短期

間のうちに全体を通観して誤らなかった先人の能力に舌

をまいたものである.小藤の論文もまたみごとである.

面白いことには彼はジュラ系手取統(現在の知識では

この付近の地層は下部白亜系を主にした石徹白層鮮)に

石灰岩が挾まれることを指摘している.第4図に小藤

の手取川畔の調査報告付図を示す.尾口村付近の地質

は錯雑していて石徹白層灘分布地域内に飛騨片麻岩とそ

れに含まれる石灰岩が見出されるカミこれは石徹白の上

一に片麻岩や石灰岩カミ衝上されたものである｡小藤の分

濁聯範繁麹縛遜効鼠色頚繋枇

蟻

茶

帯は当をえたものではないけれども石徹白分布地域内

の石灰岩の小岩体まで確認していたことは地質調査の観

察がいかに詳細であったかがうかがえる.今でこそそ

の道はバスやトラックを通ずるが小藤の調査当時は

恐らく山道であって露頭が十分観察できなかったための

誤りに違いない.

1:400,000予察図が完成すればつぎには日本全体

の地質図の取りまとめの段階にいたるであろう.

ナウマンが日本列島の地質構造を論じたのが明治18

年(1885)から明治20年(1887)であった.1:400,000

予察図を指導した原田豊吉は明治21年(1888)に日本

列島地質構造論を発表した.明治17年(1884)農商務

卿第4回報告には全国地質略図が作られ翌年(1885)

のドイツの万国地質学会に送られたことがのっている.

原田はもちろんナウマンも協力したものでこの地質路

図をもとに地質構造を論じたであろう.第4図に原田

による日本離島の地質構造図を示す.

予察図の刊行が一段落した明治32年(1899)にたって

1:1,000,000大目本帝国地質図が公刊された.これに

は千島列島や北海道の地質も塗色された.翌年(1900)

にはその地質説明書が刊行された.32年に小川琢治は

日本列島の地質構造論を公表している.こうして日本

列島の地質および地質構造の概要は明らかにされた.

この日本地質図の北海道は明治27年(1894)の神保小虎

g1:ユ,500,000北海道地質略図(北海道庁刊)カミ資料

として採用されたと思われる.なお神保は同年

(1894)1:3,000,000日本離島地質図を北海道地質図説明

書付図(北海道庁刊)として公表している./

明治43年(1910)には1:200,O00地質詳図の刊行に

よって資料が増加しこれらによって1:2,O00,000大目

本帝国地質図とその説明書および1:400,O00東部地質

図が刊行された.日韓合併の年でもあり

さきの1:2,000,000の縮尺の日本全図には

朝鮮半島南樺太および関東州の地質図余

加えられた.つづいて大正元年(1912)

大正3年(1915)大正4年(1916)には

1:400,000西部中部西南部の地質図の

1一策3図

萎萎薫1､議鍵簸籔義小藤の手敢川畔の報告書付図(部分図)凡例の金剛

一;一茎･髪猟糞石は飛騨片麻岩類で石灰石はこれに含まれる片状石

･祭繁繁魂灰岩蛮石と砂岩層は石徹白層群の五味島礫岩と桑島

互層長着斑岩と石英珪岩とは第三紀石英粗面岩プ

｣#ロピライトと拓穣とは同じ･く変質安山岩と安山岩質疑

…｣舳慧灰岩汀洲層は沖積層である.調査員小藤文次郎

報告付図の製図戸川為継.手取川流域の桑島(図の

島)から明治7年(1874)ラインJ.J.REINが植物

=1､一｣､化石を採取した.�



公刊をみた.矢部長克によってH本列島の地質構造に

関する諸論文が発表されたのはややおくれて大正6～

9年(1917～20)である.大正14年(1925)には1:

2,(〕1)o;ooo日本全図のうち北海道の地質凶は大井上義近

のユ:600,001)北海道地質図が参照されている.

縮尺11200,OOO地質詳因

明治12年(1879)に内地の全域を93図幅に分けて地質

を精細に調査することが立案された.明治16年(1883)

頃には99図幅とされている.大正8年(1919)に最後

の敦賀図幅が出版されたのは98番目である.計画当初

は早く完成することに気をとられたが途中で少しずつ

欲が出て.島1典などをふやして数を増したと思われる.

明治23年(1890)の目録図には鳥羽の南の木本の名が

なくこれは鳥羽といっしょにするつもりで95図幅ど

こ㌔と

なっている.これが明治26年(1893)には木本を加え

長崎西方福江鯛島とその南の宇治島をのせて99図幅と

なった.明治40年(1907)頃に宇治島が中止された.

その理由は詳らかで匁いが多分面積が小さいことで大

島や八丈島匁どとともに大局に影響がないとみられたも

のであろう由

この地質図1幅調査の外業日数は4ヵ月で1図幅(302～

342方里)を原湖とした.現在の1:50,0(〕0の地形図に

すると12図分である.したがって1:5(〕,00(〕の地形図

1枚分の面積をわずか10目位で調査するのであるから今

の常識では詳図というのもおかしなものである.また

海や平野部が広いとそれだけ目致が削られるのだから調

藪寮擦簿彰薄豪荻｣蘇嬢繋滋然･繁

翻

彩劣燦然舘∵

席,メ蒙鉦三

ξ｣尋“一髪

無一箏篶.､紅

一壊,禦1繋

曲譜繁漸婁､一･一幸喜一一､韻

第4図肩本離鳥地質構造図(原閉豊吉1887)原田は日本刑鳥を南

北に竃分生ら1こ表廊(外側)と裏甑(内側)とに分けた.

j郎鮒三sホenI鵬e玉n(T.H搬舳鼻玉繍⑪)にはほぼ同糠な地

質機潰図のほかに神供ノド虎θ)繭部北止1二1王1地および北海道地質

i望i糸佐忠行剛庄川盆地の地質関が讐imされる.

査音にとっては重労働であった.1｣一1岳地帯が広いと若

干H数がふやされ資料のあるところは日数が削られた

形跡がある.たとえば明治20年(ユ887)度に中島謙造

はユ30ト1で長野図幅明治41年(ユ908)度佐藤伝蔵は50

〕位で金沢図幅明治42年(ユ909)度に野岡勢次郎は約

120目で木曾図幅翌年(1911))度には約13(〕1ヨで高山図

幅を調査している.

予察図も地質詳図も全体として関東地方の西部からは

じめ周囲に向かって調査地域を広げた.これは調査員

数が少ないので隣接地域の地質が判ったところや交通の

便利なところまたは鉱山など特別調査の資料があるな

どによったものだろう.調査員数の無駄をはぶくため

に1回の出張で1図幅に限算)ず2図幅を同時に踏査する

こともあった.最初は地質家全員が図幅調査に従事し

たが予算の都合で年度によって各一入の調査員数に変化

があった.このようなことや地質家の定員が減少した

りしたことが大きな理的で予定はのびている.明治22

年(五889)には22図幅の調査が終了し当時地質家8名

のうち4名が地質詳図をユ年でエ図幅づつ調査し他は

特別調査(鉱山などの調査)などに従事した.このま

までゆけば!5年間すなわち明治38隼(!9晒)で堆質図幅

は完了すると予定された(和田1890p,52).明治30

年(!897)には外業が1人について年間に:うカ月に短

縮されるなどのことがあリ計画は次第にのびてきた｡

地質説明書は地形地質および応用地質の3章に分

かれる.第2章の地質は水成および火成岩に大別に

これらを詳論し相互の関係を論じ地質断面図をつくり

議萎

綬て地質構造をのべた.第3章では鉱床有用鉱物土

石鉱泉など産業その他に有用なものを記述し適宜な

縮尺で特別にくわしい地質図をつくり地質断面図や鉱

床図在どをつくることが規定された(和田1890p.44).

地質説明蕃には初期のものほど地形の項カミくわしい傾

向がある.初期には参謀本部(現国土地理院の前身)

で!:200,000の地形図を作りはじめた頃で地質調査所

の地形図の方が見方によると便利ともいわれていたし

探検旅行に類する調査であったから地質家としてみると

地形には多くの興睦がもたれたと思われる.和田(1890)

によると事業開始当時には日本に実狽Ilされた地形図がな

いのでもっとも早く作れる実測図の縮尺は1:200,000で

地質図幅もこれによった.この縮尺は小さすぎて調査

の大要を示すには間に合うが地質構造を詳述するには不

足である.この計画が完成すれば西欧諸国にならって

参謀本部が作るであろう1:20,000の縮尺で一層精密な

ものを作りたいとのべた(和顕1890p.53).

明治40年(!907)頃には地質調査に縮尺1:5b,000の�
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地形図または同じ縮尺の野稿図が用いられた.参謀本

部の陸地測量部の縮尺1:20,000ないし1:50,000の

地形図はその作成の目的が異なり地質調査所ではその

ままこの地形図を利用できないことならびに未だ全国

のうち半分もできていないことが指摘されている(井上

�����

ユ1200,000地質詳図を担当した者は歴代の地質調査所

長を含み27名である.鈴木敏は明治20年(1887)から

39年(1906)まで10図幅を公表した.それについて多

い1頃からみると大塚専一山下伝吉の両名は8中島

謙造と巨智部忠承の7大築洋之助野田勢次郎佐藤

伝蔵の6三浦宗次郎の5金原信泰小川琢治山上

万次郎の4井上藤之助神津傲祐の3山田暗奈佐

伸行佐川栄次郎菊池安伊木常誠中村新太郎大

目方順三河野密の2山根新次渡辺久吉納富重雄

清野信雄の1の図幅が公表された.このうちにはわず

かながら共著が含まれる.上記のうち三浦は明治26年

(1893)吾妻山の噴火に伴う災害調査で西山惣吉ととも

に遭難した.この地質図幅は英文と和文との2通りの

印刷かされ地質説明書は和文によった.内容は地質

要報または地質調査所報告にものせられている1

全図幅を通観すると初期のものは比較に単純であった

1が地質図幅の数カミ増し地質の資料が増加するにつれて

詳細にたった.地質説明書の内容も同じ傾向がみられ

る.明治21年(1888)の長野図幅説明書(中島謙造著)

には石炭や石油産地恋とが示された1:100,000の長野付

近などの詳しい地質図が付いているし小川琢治(1904)

の鳥羽図幅の地質説明書には地質構造の項があって詳

論されている.小川は明治31年(1899)に局本離島の

地質構造を論じたので鳥羽図幅の説明で新事実を指摘す

る必要を感じたのであろう.広島図幅は中村新太郎

神津傲祐松山図幅は神津と野田勢次郎とが担当し中

村は広島図幅北部野田は松山図幅南部神津は広島南

部と松山北部に当る瀬戸内を中心とした地域を分担した.

両図幅ともすばらしいできばえのものだがこのうち中

村ら(1911)は広島図幅で領家帯の変成岩が北側の古生

界と漸移していることを指摘し地質図にこれが示され

た.また三都帯の古生界の分布を明示した.これは

現在確認されるものと大要は変わらないし非変成古生

界との間に断層が存在することも指摘されている.こ

のうち北側のものは今では北山衝上と名付けられた.

第5図にこの地域の地質図を示す.

初期の地質図幅から時代が進むにつれて図幅の内容は

次第に充実してきたし精度の向上ものぞまれてきた.

1人の地質家がすべての地層や種序の岩石さらに鉱床

などを調査しては十分た成果があげられないなどの理由

からのちには共同調査も行なわれた.広島松山の

ほか河野と渡辺との新潟野田と佐藤との高山野閏

と納富との延岡大築と清野との敦賀の諾図は共同調査

によった.これらは今までのような同数では精度カミ不

足するしよい成果があがらないので明治末から大正

にかけて共同調査(一部では補正)のめばえが生じたも

のである.

明治40年(1907)までに71図が公刊され6図が調査

を終えあますところ22図になった.この時井上薩之

助は地質詳図には樺太北海道沖縄台湾などは数

の内に含まれぬことを強調し縮尺を1:200,000とした

こと自体が内地の地質調査を急いだためでこれカミ完了

後は内地外の地域の調査をすることと一層精密な地質調

査の必要校ことを力説した.巨智部忠承が所長であっ

た明治29年(1896)から40年頃(1907)までの事業報

告に同様のことがくり返しのぞまれている.明治40

年(!907)頃すでにフランスでは1:80,000の地質図幅

調査が行なわれておりわカミ国のように地質構造の複雑

なところではそれよりも大きい縮尺でな

_一撚__くては地質調査の効果があげられ放いとの

べている(井上1907bp.22&56-57).一

井上は大都会の周辺では一層精密な地質調

査が必要なことを強調した(井上ユ907b

p.57).東京付近の地質図は鈴木敏により

第5図

縮尺1:200,000地質図幅r広島｣(部分図)`神津傲祐

中村新太郎19ユ2)Pパ秩父古生層上申部Pn':

同下部Pnはいわゆる非変成古生界Pn■は三都帯の

結届片岩類で北側の境下は北山衝上南側の境下'も

断層である.本図幅の南西部の片麻岩(領家変成岩

欝灘驚激鱒

街上)から三郡帯北山衝上丁をへて北側の非変成相

(中央非変成帯)と古生界の岩質が変わる.�
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晩治21年(1905)に実施されていたが関東大農災のあと

井上の企画により帝都復興院の事業として清野信雄ら

が担当し東京と横浜の地表調査がなされ多くの試錐

によって地質調査が行なわれた.わが国で地下資源探

査より外の事業で試錐が試みられた最初のことである.

今まで特別の場合を除き沖積層や洪積層に注意がはらわ

れたことはないが井上は早くから第四紀地質の重要性

を認識していたことを示す.第6図に横浜北部の地質

図を示した.

閉治18年(1885)から25年(ユ892)までの間は地質調

査所の基礎が困った時期で明治23年(1890)には農商

務省の本省で技師は17名であったが地質調査所では18

名の技師がいたから地質調査事業はとくに重視されたこ

とが知られる.明治19年(1886)から26牢(1893)ま

でのおもな報文をみると広域地質3鉱山10石材4

火山2石灰岩炭田油田谷1がある.

地形図の作成は地質調査のために作られたが三声測

量や磁気観測も行なわれた.1:200,000地質詳図に用

いられた地形図は1:50,000の野稿図を作りこれを

内業で王1100,0(〕0に縮図しさらに1:200,000の地形図

に完成した.予察図はこれをさらに簡略化したもので

ある.地形図には高さ40m毎に1:400,000の予察図

には100皿毎に等高線が引かれた.この方法はライマ

ンによる地形図の流れをくむものであって当時の陸地

測量部の1;200,000地形図は｢ゲバ｣によって地形を示

していた.地質調査所の方法が進歩していたともいえ

る.

ナウマン(!885)や原田豊吉(1890)などの日本列島

の地質構造論は資料の乏しい時期においてすでに日本列

I島め地質の大要が把握された.それらの地体構造の概

要は現在もなお生きている.それらの資料は/:400量O00

予察図や作成中の!:200,000地質詳図がおもなものであ

る.小縮尺によるしかも短時目の調査で複雑な日本の

地質の概要を誤りなく把握した先人の業績は高く評価

されねばならぬ.

これらの事業はどういう方法で地質調査が行なわれた

かについて今は知ることに困難がある.交通事情が悪

かった頃なのでキャンプなどによりて小規模な探検隊の

ような行動をとり場所によっては編さんされたことも

あろう.うわさ話としてきいたところでは(ユ)山道は

馬にのって調べた･(2)人力車を利用しまたは③村役

場の人を使ったなどである.1:50亘1〕⑪◎地形図幅の

範囲を10目位で地質調査を行なったのだから≡五幅地帯の

一部で馬を使ったり平地では人力車で地形などをなが

めたこともあろう.(ユ)12×3)の方法だけで地質調査をし

てあのようにみごとな地質図が作れるはずはない.

(3)の話は地質調査所の技師が村役場で村長さんと碁を

打ったがその間に吏員の方々を村内の多くの山に行か

せて岩石を集めてこれによって地質図を作っだという

ものである.

筆者らが昭和30(1955)年頃に図幅調査した時も1回

の地質調査で王図幅を完成した.このようなときに山

奥で捻座したときは大変である.山道が歩けないとき

に平地でバスを利用して地域内の予察をしたり営林署

の方から山の岩石をもらったりして地質の予測をしたこ

ともある.このような事情が誤り伝えられたに相違な

し､.

和田が退官し明治26年(1893)巨智部忠承が地質調

査所長となり38年(1905)鈴木敏がこれをついだ｡

明治40年(1907)には井上嬉之助が所長に任ぜられた.

山根新次ら(1954)によると巨智部や鈴木の時期は地

質調査所本来の事業は守勢期といわれる.日清目露

両戦役や北清事変などもあって数回の行政費の

節減で定員も少なくなり図幅事業などはあま

リ重視されなくなった.その反面に地質家は

1:400,000の予察図や小縮尺の編さん図には力

を注ぐことができたであろう.他方では海外

を含んで鉱床調査などが行なわれた.とくに

井上所長の下では地質鉱床調査のために海外に

多くの出張者が送リ出された.このような資

源調査に従事するといきおい地質の概査図から

一層精度の向上がのぞまれる.こうして大正

元年(1912)頃から図幅調査だけに止まらず域

内の鉱床などのための補備調査による所要目数

の追加がみられる.

北海道は地質詳図から外されており北海道

嫌6図横浜北部の地質騒(部タ姻)(帝都復興局干u)�
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斤の仕事であったが鉱床地帯の地質を知るために明治

43年(1910)から北海道鉱物調査がはじまった.明治

37年(1904)の事業成績第3回報告には地質詳図のおく

れをなげき北海道沖縄台湾だとの調査も早急にし

たげればならぬとあせりの色が見られる.

地質調査所の歴史をかたるときは大正12年(1923)ま

でを基礎確立進展期とされる.地質図幅でみるときは

大正8年(1919)で1:200,000の地質詳図の時期は終わ

り新しい1:75,000の地質図幅の刊行は大正10年

(1921)からはじまる.また計画は大正4年(1915)

に･さかのぼるがこの新しい図幅については次の時期での

べることにする.

皿1-4震災復興充実期

大正12年(1923)関東大震災によってわが国は大きな

痛手をうけた.これからのち目支事変の発生前頃まで

が震災復興充実期に当る.

この時期は世界的に不況であったが図幅事業はかえっ

て促進された.第2表にみられるように図幅の出版は

もっとも多かった.地質調査所も震災によって出版ず

みの図幅や調査中または調査ずみの資料を失い再調査

したものがあるし印刷直後の図幅を失い再版したも

のが3図幅もある.

この時期のはじめの頃は図幅事業のために技術者が増

員されたが当時の不況を反映して行政整理などもあり

図幅調査の速度が再びにぶった.他方で鉱床調査や油

同調査もありこれらは精密化し昭和7年(1932)か

ら物理探査法が試みられた.

大正14年(1925)には1:2,000,000日本地質全図(第

2版)15年(1926)英文地質鉱産話昭和7年(1932)

には日本地質鉱産話とその付図の1:4,000,000日本地質

全図が刊行された.昭和4年(1929)には多くの海外

調査などによる資料で1:2,000,000東亜地質回全17図

が編さんされ東京地学協会から出版された.この時期

に四国の地質構造が江原真伍によってのべられた.

前の時期の終わり質から縮尺1:75,000地質図幅の調

査カミはじめられまたそれに先立って計画の立案なども

行なわれた.しかしこの事業は次の時期からのちま

でつづくので項を改めてのべることにする.

皿一5戦時体制期

昭和10年(1935)山根が所長に就任した.これに先

立ち昭和6年(1931)満州事変が起こり昭和12年(1937)

目支事変14年(1939)第2次世界大戦となった.昭

和20年(1945)終戦までカミ戦時体制期である.

金原所長のもとでは地質調査所の事業それ自体は必ず

しも順調ではなかったカミ初期の頃の増員などの理由も

あって地質図幅の成果はめざましかった｡またこの頃

地下資源調査における地質調査の重要性の認識も蔦まり

同時に調査方法の多様化をまねき物理探査が重要視さ

れ昭和7年(1932)から物深部門ができまた12年(1937)

には構造試錐が行なわれた.これらの方法は多の経費

を要した.余談になるカミ昭和14年(1939)10月新潟

すいぱら

県水原でダイナマイトの爆発事故が起こり技手駒込肇

が死亡した.国内で地下資源の探査カミ行なわれるとと

もに多くの地質家は資源をもとめて外国に旅立った.

地質図幅の担当者も多くの者が外国に行ったので図幅

事業は細々とつづけられた.昭和18年(1943)にはこ

の事業は不急のものとして停止されるにいたった.こ

の年に軍需省が設立され地質調査所もその傘下に入った.

戦争力沫期にたると日本の大中都市は空襲を受け地

質調査どころではたくなったので技術者および機器の

疎開が行なわれ本部は長野他は札幌仙台津山

および福岡に4支所が作られた.昭和20年(1945)地

下資源の探査に主力をおくため地下資源調査所と改称さ

れこれは昭和23年(1948)までつづいた.

皿一6縮尺1:75,OOO地質図幅

縮尺1:200,000地質詳図の完成が近づくにつれて新し

い縮尺に即応した図幅の必要が痛感された.

1:75,OOO地質図幅の計画立案

明治40年(1907)井上所長らは世界各国の地質調査事

業を調べ(井上ら1907a)これが新事業計画の参考

にされた.大正3年(1914)にいたり縮尺!:75,000

図幅事業が計画された.内地を324図に分け年間8

図を調査し40年で完成するというのである｡

地質調査には陸地測量部発行の1:50,O00地形図が用

いられた.この地形図は多田鋒投影法によったもので

地質調査所では1:75,000を含めてボンヌ図法によった.

したがって地形図をそのまま縮図せず一度展開して新

しく投影するための手数がかかる.その頃陸地測量部

の地形図は1:50.0001:25.0001:20,000の3種

の縮尺のものがあり1:50,000の縮尺の地形図は東北地

方をあますだけになっていた.地形図の数は900あま

りで1:75,000にすると324図と数えられた.しかし

大正12年(1923)以降の目録図には329図の名が示され

る.1図幅の調査は1人1年が適当とされる.1:

50,O00の地形図1枚を少ない調査員が踏査すると200～

300年の歳月が必要で1:75,O00ならば必要な期間はそ

の1/3で足りる.1:100.0001:80,0001:75,000の

縮尺が検討されこの3案の内でもっとも精度の高いも�
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のにされた.当時の地形図は実測のみであり川刷山

帯では精度が落ちるから測最でこれを補い鉱山調査な

どでは大縮尺の地形図も作られた(井上1932).たと

えば庄原図幅内の吉岡鉱山では1:7,000の地形図が作ら

れた.大正15年(1926)には北海道を最後に陸地測最

部のユ:50,000地形図が完成した.炭田油田鉱山

地帯などの地形劇最が増してきてから図幅に対する測

量は中止されるにいたりついに復活しなかった.1

:200,000地質詳図の作成に当り期待された陸地測最

部の地形図が地質図幅に役立つ目(和問1890)がお

とずれた.

縮尺1:75,O00地質図幅

大正6年(1917)に小倉勉がはじめて庄原図幅の調査

に着手した.翌年(1918)も庄原図幅だけしか実施さ

れてい扱い.

大正10年(1921)には図幅事業促進のために地質家5

名が増員された.そうして年に6図完成という目標が

たてられた.1図幅の範囲は1:50,000地形図で3枚

分で所要目数は4ヵ月であった.1:200,000地質詳図

を担当した者はほとんど変わ…〕古い図幅の経験者はわ

ずかに渡辺山根清野および納當の4名しかいない.

したが一･て調査者の多くは未経験者であったのではじ

めの成果は必ずしも満足すべきものではなかった.

小倉勉は庄原山口小串徳山および府中の各図に

それぞれ約7月5月3月4月および3月半の目

時をかけている.庄原図幅の調査日数はとびぬけて多

い.ここには吉岡租Iど多くの鉱床があって吉岡精査

図をも作ったがはじめての図幅調査という事情もあっ

たようにみえる.古い図幅を経験した山根は銚子図幅

を約1月で完了した･

大正12年(1923)の大震災で図幅の資料の多く失な

われた.そのためにユ2-13年(1923-24)には銚子や

新居浜図幅の一一部などの再調査をしたり震災後の応急

調査などで事業の遂行に障害があった.

昭和2年(1927)から1図当りの調査日数が3ヵ月に

短縮された.これは経験者が増加したためであろう.

この頃から図幅の出版は毎年3～7図になっている.

昭和6年(1931)には行政撃理によって大井上義近

伊原敬之助が去リ古生物学者横山又次郎の兼務もとか

れた.これから先には人員および予算滅のために毎年

2～5図しか調査がなされていない.

図幅調査は緊急事態のたびに脇におしやられるが喘

和ユ4年(1939)第2次大戦がはじまる前から地下資源の

探査に重点が移り昭和13年(ユ938)から調査日数が倍

加された.これは地質6)精度を一ギ呂めることよ1)もむし

ろ地下資源の探査の必要からであった.昭和15年(1940)

の構機改革で4部制がしかれ第ユ第2部で図幅調査

が行なわれたがこれ以来図幅鉱床調査とよばれた.

初期の勘隔は川陽東海地区および東京近傍に集中し

その後は各地に分散したが東北地方の調査はおくれた.

新潟地方はごく一部を除くと皆無ともいえる､これに

油田調査の精度は高いが図幅調査ではそれに匹敵す

る成果をあげることは日数が少ないので困難匁1二とが大

きい理由と思われる.地質説明蕃の内容は古いぼ幅に

比較してみると簡潔fヒし画一一的になった､至:狐1,1湖

の地質図に比べると踏査がくわしくな;)地質について

推定する範囲がせばまり議論夢功象が少匁くな1〕そ

の反面に全体について論述するには今一考調査精度が

不足したためと思われる.

ユ:75韮001)地質図幅茅)調査では著者び)特技とする仕事

が目立つように改ってきた｡佐藤才止は今治出石山

久万松山柳井津新婦浜の諸図幅で四国の三波川帯

を中心とした地域鈴木達夫の調査した室戸甲浦高

知窪川須崎卯之町←1振､島宿毛の諸図幅は四国

の四万十帯と秩父黒帯でありさらに御坊と田辺との2

図幅は紀州の四万十帯地城である.飯塚保五郎は鳥羽

､尾鷲野尻と東部紀州の外帯をえらんだ.木下亀城は

東北地方の小坂花輪および助川を担当したが

が鉱床学を専攻し黒鉱鉱床で名をなしたことと関係が

ある.三土知芳は八王寺鹿.高成悶千葉および茂

原と主として関東の新生界分布地城の図1幅を調査した.

このよう祖傾向は調査の効率を高めるために集中的に実

施されたのであろうが同時に専門分野を規定すること

にもなっている.

第2次大戦の激化につれて図幅調査は不急の事業とみ

なされてきた.昭和!4年(1939)石井清彦の延岡図幅

昭和15年(1940)の薗部竜一の福井図幅説明書の刊行を

最後として昭和18年(1943)ついに事業は中絶された.

それまでに75図が刊行された.中絶までの調査者は2(〕

数名である.鈴木達夫の1ユ図1幅をはじめとし赤木健

石井清彦､佐藤才止三土知芳佐藤源郎村上賢一

小倉勉の順でそれぞれ9886654お

よび3図幅が公刊された.,飯塚保五郎菌部竜一伊

原敬之助木下亀城清野信雄はいずれも3図幅千谷

好之助納當重雄は双方とも2図幅I⊥1根新次渡辺久

吉山田節三および官本弘遺は各1図幅を出版した,

昭和!(〕年(1935)'頃から終戦まで多くの地質家が海外

に派遣された.そのうちには図幅調査を中途で放棄し

たり未整理のまま出かけたので資料が敬逸した放ど�
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の理由で地質説明書が未刊になったものもある.島原

口之津茂原田辺高梁御坊角館延岡久世

津和野には地質説明書はない.このうちのあとの2図

幅は終戦後に公刊されたものである.終戦後において

も資料の散逸や地質家の転出のために数図幅が未刊のま

まに終わった.別所文吉は1:75,000山形北部の地質

調査を行なったが'事情があって図幅として出版されず

昭和37年にいたって1:50,000山形市北部地方地質図な

らびに同説明書として刊行された.この図幅事業が行

なわれた時期は日本の地質学会では各方面での活躍が

あった｡小林貞一の中古生代の研究が進み大著佐川

輪廻の研究カミ公表されたのは昭和16年(1941)である.

地質図幅は単に地域地質の調査研究ではあるがそれ

らのうちで小林に引用されたりその後の地質学会の発

展につくした優れた業績も少なくない.

震災後の復興局の東京および横浜の地質調査の成果を

盛込んだ清野の東京図幅中村および渡辺らの有名な常

磐炭団調査を取入れた渡辺らの勿来図幅らは優れた研究

論文でもあった.石井清彦の伏見恵郡山ほかの領家

帯の諸図幅は領家の変成岩や深成岩類を分帯して新しい

発展に貢献した｡白馬岳図幅(!937刊)内の地形は峻

岨であるがこの山岳地帯における地質の分帯はきわめ

て正確である.第7図に白馬岳図幅(部分図)を示す.

官本(1952)の津和野図幅では白亜紀石英斑岩類が幾つ

かに分けられている.宮本の調査した時期は石英斑岩

を浅所貫入岩としてみていた.したがって彼の先進的

な分帯は当時の地質学界からみればかえって異端的発想

とみられたらしい.説明書が未刊となった原因の1つ

はこれではないだろうか.この種の石英斑岩は今では

主要部分が地表に濃流したとみられるがそのような見

方はここ10数年来のことで筆者は津和野図幅の分帯を高

く評価する.

の新しい図幅に解体された.

その後徳島県では昭和30-31年(1955-56)の総合

開発のため1:75,000の地質図幅剣山阿波富岡(目利

佐を含む)の調査を依頼してきた.これらは平山健

山下界須鎗和己および中川衷三によって調査研究され

た.

皿一7北海道における地質調査事業

北海道は地質調査所の地質図幅事業より除外されてい

たので内地とは事情カミ異匁る.

明治19年(1886)北海道庁は地質鉱床調査の事業をお

こし前にのべたライマンに養成された山内徳三郎が主

任となりライマンにつづく事業をすすめた.この時

期はライマンに養成されたものと大学出身の地質家との

協力によった.その後大学出身者が増加した.神保

小虎ら(1890～96)によってそれらの資料が総括され

いくつかの北海道地質全図がつくられた.

明治30年(1897)頃から地質調査所では鉱床油田

炭田などの調査が連続的に行なわれるようになった.

明治43年(1910)から地質調査所ではようやく北海道

鉱物調査の名で組織的な事業をおこした.その報告書

は明治44年(1911)から昭和5年(1930)まで37冊が

公刊された.これを担当した地質家は14名でこのう

ちの多くは地質図幅の調査の経験者である.筆者が調

査した釧路東方の図幅調査で門倉三能や鈴木達夫の調査

研究が大いに役立った.それぞれ優れた成果が残され

ている1

大正7年(!918)にはのちに地質調査所に移った大井

上義近が札幌鉱山監督署に在任した間に自らの成果とと

もに資料をへんさんして1:600,000北海道地質図を刊

行している.

昭和3年(!928)にたって北海道庁工業試験場では有

昭和21年(1946)地質調査所は機構改革

を行ない地質図幅事業を再開した､1

図幅の調査期間は8ヵ月と定められた.

新しく調査を開始した図幅は沼津熱

海脇町徳島秋葉山長野生野松

江などで戦時中に調査が行なわれたもの

で一部補備調査をしたものに鬼首塩原

八代浪江船津がある.これらのうち

沢村孝之助の沼津久野久の熱海平山健

と田中啓策の脇町および徳島岩生周一と

今井功の塩原片山信夫と梅沢邦臣の鬼首

は昭和33年(1957)までに刊行されたカミ

秋葉山生野長野松江などは1:50,000

第7図縮尺1:75,000地質図幅｢白馬岳｣(部分図)(石井清彦亘937)�
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月鉱産物調査を開始し昭和11年(1936)までに10号の

報告書を公表するにいたった.この地質図の縮尺は

1:50,O00である.昭和5年(1930)に北海道大学

に地質学鉱物学教室が開設された.それ以来大学の学

生や教官による地質学的資料が急速に増大するにいたっ

た.これらのことは剛李に北海道においても地質図1隔

調査事業の必要なことの認識を強めることになった.

昭和6年(1931)北海道庁大学民間などの手によ

って北海道地質調査会が設立された.

1:てOO,OOO地質図幅

内地の地質図1幅調査事業とは別の形でおもに大学

教官が担当して地質図幅が作られた.その縮尺は

1:100,000である.･大石三郎および渡辺武男(1932)

の｢然別沼｣根本忠寛と大石および渡辺(1933)の｢帯

広｣根本と佐々保雄(1933)の｢大樹｣の3図幅が公

刊された.昭和11年(ユ936)になって工業試験場では

有用鉱産物調査をこの図幅調査に切りかえた.この計

画は金遣を74図1属に分けている.昭和ユ2年(ユ937)に

｢浦河｣からはじまり昭和17年(1942)まで6図幅が

追加されている.第8図に｢然別沼図幅｣(部分図)

を示す.

この事業は昭和19年(1944)までつづけられたが戦

争末期には内地と同様に不急の事業として中止させられ

た.戦災や戦時中の混乱などのために5図幅が未刊

3図幅が調査の途中で中絶させられたという.

根本ら(1940)はこれまでの資料を編さんして1:

500,000北海道地質図を刊行したが軍事機密として公布

が禁晋られた.今にして思えば国家的な大損失である.

戦争末期地質調査所の一部は札幌に疎開した.戦後

昭和23年(エ948)疎開した者の一部は札幌に止り工業

試験場の資源調査部を吸収して地質調査所北海道支所

をつくるにいたった.これ以来北海道の地質図幅は地

質調査所でも実施することになった.戦争によって海

外の領土を失った日本は戦後改めて北海道の重要たこと

を知ってこれカミ開発に力を注ぐことになったのである.

皿一8戦後再興期

昭和20年(ユ945)に第2次世界大戦は終わった.総

力をあげて戦争に協力していたので国民のきょ脱感が強

くまた物資は不雇し･インフレｰションは進み混乱

Lた担棉がしばらく続いた.同年軍需省は解体され

地下資源調査所は商工省に移った.物資不足をこく服

するためには燃料事情を好転させる必要から政府はい

ちはやく炭岡油田およびガス岡の開発のために調査を

実施した.商工省内には炭田調査会が設けられたが

地下資源調査所でも海外から帰国した地質家を臨時職

員として加えて大規模な炭閏調査を行なった.

昭和2ユ年(1946)地下資源調査所では3部3課4出

張所制をとり組織を改めた.そうしてこれまで中絶

した図幅調査は第ユ部第1課が担当することにたった.

昭和22年(ユ947)三土知芦が所長として就任した.

昭和23年(ユ948)には工業技術庁(まもなく工業技術

院と改称)に所属し地下資源調査所から地質調査所と

名称が復活した.札幌の出張所は北海道工業試験場の

資源部を併わせて北海道支所となった.これまで北海

遣は地質調査所による図幅事業から除かれていたが北

海道の図幅は支所が主となって推進することになった.

昭和24年(ユ949)商工省は通商産業省となリ機構改

革が行なわれた.そのときに地質部には層位古生物課

(図幅第ユ課をへて地質第2課)と岩石鉱物課(図幅第

2課をへて現在の地質第3課)ができ層位古生物岩

石鉱物の2課で図幅を担当することに放った.昭和25

年(1950)にはさらに応用地質課ができた.はじめは

図幅担当者も応用地質部門に協力した.この年さらに

編図課(のちの地質第1課)ができここでは資料を収

集して工:500,OOOの地質図幅柱との編しゅうをするこ

とになった.

他方では北海道の開発が再認識されるにつれ同年北

海道庁では北海道地下資源調査所を設立して独自の立

場から道内の地下資源を把握することになった.昭和

25年(1950)には北海道開発庁がおかれこの経費は地

錫8図北海道の縮尺1:100,000地質図概｢然剃沼｣(部分図)(大符三郎

鴻辺武リ}1932)北海道の1:ユO⑪,O(〕O地質図柵としてけ最初

のものである,�



一15一

班一9国内充実期

昭和28年(1953)兼手勝が所長となった.三土所長

の時期は戦後の再興のための苦難の時期であったが兼

子所長の時期は充実期ともいえよう.

昭和29年(1954)にはウラニウムを主体とした杉原料

物質の調査が開始された.これはのちの原子燃料公

社(動力炉･核燃料開発事業団の前身)の設立に連放る

ものである.杉原料物質調査ではカｰボンエァｰボ

ｰンも伴い全国的に花開岩や新第三系分布地帯を主と

して広範囲に地表調査が実施された.

この年から地質図幅の重要性が認められ特別研究と

して地質図幅の調査研究が行なわれるようになった.

昭和31年(1956)から特別地域が設立されて政府はそ

の地域の開発に力を注いだカミこれらの地域の図幅調査

には特別調査費が伴った.またこの頃人形峠など杉

原料物質カミ発見された地域周辺部では杉原料物質調査費

の一部をあてて図幅調査カミ行なわれた.

昭和32年(1957)人事院は職階制を実施し地質家は

研究職に含められた.これはある意味における重要な

一つの転機であった.これまで地質図幅の調査はそ

の範囲内で研究を実施してきたが図幅調査は単に行政

べ一スにのった調査であるのか調査と併せて研究をす

るのか校いしはそれ自体が研究であるのかという立場

を鮮明にしなくてはならぬことになった.

この期間で重要なことは昭和27年(1952)講和条約が

発動したがその前後から国際関係が重要な課題となっ

てきたことである.昭和31年(1956)にはECAFE地

域の地質図を編さんすることにたってそれに対する

1:2,000,000日本全図が作られた.この年には英文地

質鉱産誌が公刊された.昭和33年(1958)から日本地

質構造図編さんの準備カミはじめられている.

昭和37年(1962)には国内的には特別研究の名の下に

大陸棚調査がはじめられた.､これはのちの海洋地質の

研究に連なるものであった.他方先進諸国では放射

性鉱物による地層の絶対年代をきめる研究が進みこれ

をうけて同年地質調査所でもこの方面の研究カミ強化され

た.また海外との交流の強まるにつれ海外室をおい

て交渉に当ることになった･昭和38年(1963)に律東

北地方で黒鉱鉱床の大鉱体が発見されたことから金属

鉱床密集地域の広域調査が施行されることになり図幅

調査の担当者から若千の研究者がふりむげさせられた.

皿一10近代化への転換期

昭和38年(1963)地質調査所長は斎藤正次が就任した.

前任者の後半から特別研究の名の下に種々の大型の研究

が特別予算で実施されていた.粥和39年(!964)から

国際脇カの研究課題として地球深部開発調査(UMP)が

特別研究として取上げられた.これは地質地球物理

の双方から研究するもので文部省通商産業省運輸

省建設省校ど多方面の研究機関が協力して事業に当る

ことになったものである.昭和40年(1965)所長が佐

藤光之助に代わった.昭和42年(1967)には地震予知

の研究が開始され地質調査所では人工地震による地震

波速度変化匁らびに地殻活動構造の研究を実施して協力

することになった.昭相43年(1968)から海洋地質が

クロｰズアップされてこの方面の研究が地質学ならび

に地球物理学の両面から行荏われてきた.昭和45年

(!970)には小林勇が所長に就任した.

この時期における特徴は開発途上国に対する技術援

助と地球科学の面で国際協力が一層強まったことである.

研究の内容も大型化し研究者が個々の能力だけを発簿

するだけでなく協同研究による成果が期待されるように

なった.そうして地質学界としては研究内容が精密化

し単に広い範囲の地質調査を行なうに止まらず分化

が進み堆積学構造地質学などの新しい分野の研究が行

なわれてきた.また機器の発達も新たな研究を促進す

るにいたった.したがってこの期間は近代化への転換

期とでも名付けられるべきであろう.

w日本にわける地質図幅事業の現状

ふつう地質図幅といえば日本では1:50,000地質図

幅をさしている.この現状についてのべるためには日

本の広域地質図についての一庵の知識がなくては正確な

ことは半Uらない.

IV-1編さんによって作られる地質図幅

古い11200,000地質図幅かつては地質詳図とよばれ

たものと1:75,000地質図幅の大部分は現在では絶版

にたっている｡これらは出版当時は最新の資料であっ

たが今の知識では不備なところが多いので旧版を出

版するのはあまり意味カミない.それゆえに新しい資料'

を加えて編さんしてなるべく正確たものを提供するこ

とに狂らだ･また古い1:200,000地質図幅は地質調

査所で測量した地形図が用いられたがこれでは使用に

不便衣ので国土地理院発行の地勢図と同じ区画が採用

^される.

3)1:500,OOδ日本総合地質図幅

1:500,000地質図幅は昭和25年(1950)より編さんが

始められ翌年(1951)一京都をはじめとし27年(1952)

高知および福岡28年(1953)種子島29年(1954)鹿

児島と京都改訂版32年(1957)東京および八文島33�
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年(1958)新潟および金沢35年(1960)青森秋田お

よび高知改訂版36年(1961)奄美大島37年(1962)

福岡改訂版40年(1965)旭川41年(1966)東京改訂

版が刊行された.

未刊の部分は全17図幅のうち北海遣では網走釧路

および札幌の3図本州では岡山の1図だけである.

このうち岡山および釧路は編さん中である.これらの

図幅は資料が不足した地域では若干の野外調査を実施し

ている.

b)1:200,000編しゅう地質図帽

古い1:200,000地質図幅に代わるものである.昭和

30年(1955)から編集に着手された.1:500,000の図

幅と同様に資料が不足した地域とか縮尺1:50,000ま

たは1:75,000祖との資料で地層の分帯などが異なり

編しゅうができがたい場合などの地域では若干の野外

調査を実施して問題点が解決される.縮尺1:50,000

または1175,000の図幅ではたとえ相接する図でも地質

系統が異なっていると地層の分帯狂とも違うので2つ

の地域の地質図は完全に内容が一致するとは限らない.

これらの欠点を補い全貌を把握されるように作.られる.

しかし今の段階では資料が必ずしもそろわないので部

分的には古い11200,000の地質図のものをそのまま採用

することもあるので地質断面図を作る段階にはいたら

ない.また地質説明書も刊行されない.最近では地

質図に引用した文献を掲げることによって資料の出所

を明らにする方法が用いられる.

この編集図は北海道27図幅のうち10図は出版ずみで

編集中のものが6図ある.内地では89図幅(うち2図

は北海道と重複)のうち23図が出版ずみ編集中のもの

が3図である(昭和47年3月現在).

c)その他の編集団

古い編集図は明治32年(1899)の1:!,000,000大目本

帝国地質全図(説明書付き)明治35年(1902)の同(英

文)明治43年(1910)の1:2,000,000大目本帝国地質

図(説明書付き)大正14年(1925)の同改訂版がある､

これらはいずれも絶版になっている.戦後の編集図に

は工:2,000,000日本地質図が昭和31年(1956)に刊行

され第2版は昭和39年(1964)第3版は昭和47年

(1972)に出版された.第3版は沖縄および八丈島を

加え3図からなっている.なお同縮尺の貝本地質構造

図(2葉からなる)が昭和43年(脳8)に刊行された.

第9図に1:2,000,000日本地質図(部分図)を示す｡

二重:

W-2都道府県地質聖

戦後の混乱がおさまり戦争が園内産業を荒廃に導い

ていることを知るとともに国内資源を再認識するよう

にたった｡北海道では開発庁が設立されたカミ各地方

庁では低開発地に対して注目された.これが北海道の

地質図幅を促進する引がねになったし各地方自治体で

も地質の資料を集める機運を生じた.あるところでは

農事試験場や土木関係他では鉱山開発などのために自

治体自らが行政区画内の地質図を作成した.まれに県

内の業界在との手によったところもある.最初は福島

県や高知県抵どのように特定の個人の努力が大きかった

こともあるがだんだん精密なものが要求され大学関

係者たちや地質調査所などの援助が要請されるにいたっ

た.

北海道では佐々保雄ら(1953-58)により6図からた

る20万分の1地質図が岩手県では東北大学の地質家に

より10万分の1の県図が刊行された.両者とも広大な

地域で詳細な地質が解明されたもので岩手県ではその

地質説明書は2冊から柱り総真数431買付図13葉を

数える.地質図は詳細なものが要求され

第9図縮尺1:21㎜,000日本地質園(部分図)(第4版)

比較してみると興味がふかい,

窮エ図のライマン図と

るにつれてはじめは編さんが主体であっ

たものから自治体だとの経費によって

地質調査が行征われこれらの資料が盛り

込まれるように放った.そのようなもの

がさらにその後の資料を加えて改言下版が公

刊されたところも少放くない.

一般に平野部を多く占める白治体では地

質図に対する要望が少なく山岳地帯を占

めるところでは要望が多いのは当然である.

川崎市では自治体の手で地質図案として地

質柱状図を集めて出版し建設業ないしは

土地開発の資料に供している.こめよう

に平地の多いところでは単に地表地質図だ�
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第3表都遺府県の地質および同説明書一覧表
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�
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縮尺

20万分の1

〃

10万分の1

20万分の1

〃

〃

30万分σ)1

20万分の1

〃

10万分σ)1

20万分の1

10万分の1

20万分の1

〃

15万分の1

20万分の1

15万分の1

20万分の1

〃

15万分の1

20万分の1

〃

〃

15万分の1

17万分の1

10万分の1

20万分の1

5万分の1

10万分の1

20万分の1

36万分の1

20万分の1

〃

10万分の1

20万分の1

10万分の1

20万分の1

〃

地質図およぴ説明書など

北海道地質図および同説明書

青森県地質図〃〃

〃〃(改訂版)〃青森県の地質

堵手県地質図〃同説明書(I)(II)

秋禺県地質鉱産図〃"

山形県地質図

山形県地質図

宮城県地質図および同説明書

福島県地質概要図(渡辺万次郎編)

福島県地質図

関東地方地質図および同説明書

群馬県地質図〃"

栃木県地質図

栃木県地質図および同説明書(改訂版)

茨城県地質図

茨城県地質図

埼玉県地質図

東京都および近郊地質図

千葉県地質図

千葉県地質図

山梨県地質図および同説明書

新潟県地質鉱産図および同説明書

富山県地質図および同説明書

富山県地質図および同説明書

岐阜県地質図および河川水質図

岐阜県地質鉱産図および同説明書

長野県地質図"''

静岡県地質図"〃

愛知県地質図

石川県地質図および石川県地質鉱産誌

福井県地質図〃同説明書

福井県地質図〃〃(改訂版)

滋賀県地質図

三重県地質鉱産図

奈良県地質図

大阪府農業用地質概賂図

兵庫県地質鉱産図および同説明書

鳥取県地質図""

島根県地質図〃"

岡山県地質図〃〃

広島県地質図""

Iユ1口県地質図〃〃

山口県地質図〃〃

香川県地質図〃〃

徳島県地質図〃"

高知県地質図(平田茂留篇)

高知県地質鉱産図および同説明書

高知県地質鉱産図(改訂版)

愛媛県地質図および同説明書

愛媛県地質図〃〃

土地分類図｢福岡県｣(表層地質図)

佐賀県地質図

長崎県地質図

熊本県地質図および同説明書

大分県地質図〃〃

宮崎県地質図

宮碕県地質図および同説明書(改言丁版)

鹿児島県地質図〃〃

鹿児島県地質図1'〃

発行者

北海道地下資源1

菅森県1

･1

舛手県i

秋固県1

川形県鉱業会

山形県

宮城県

福島県

内外地図

内外地図

栃木県

茨城県

内外地図

埼玉県｡

東京都

千葉県

山梨県

新潟県

富山県

〃

岐阜県

内外地図

静岡県一

愛知県

石川県

福丼県

滋賀県

三重県

奈良県

大阪府

兵庫県

鳥取県

島根県

岡山県

広島県

111口県

内場地下二〔業

徳島県

国際教材

高知県

〃

愛媛県

トモェヤ

経済企画庁

佐賀県

長崎県

熊本県

大分県

宮崎県

鹿児島県

鹿児島県地学会

備考

(6図)1953-58

��

��

��

(33図)
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196三
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三968

��

��

��

��

��

��

��

��

��

��

��

けではあまり大きた意義がない理由

による.

徳島県では県費によってはやくか

ら7万5千分の1地質図｢剣山｣｢阿

波富岡｣(目和佐を含む)および同

説明書(10561958)を公刊し県

内の大部分を覆った･また山口県

は20万分の1県図を公刊ついで5

万分の1山口県地質図全33図(!968)

を刊行した.広島県では20万分の

1県図の作成に際して5万分の1地

質図を作りこれを編集する方法を

とっている.一般の傾向としては

地質図幅が周辺部で整い部分的に

不備であるところで要望が大きい.

ごく最近の傾向としては東北地方

の黒鉱鉱床の賦存する可能性のある

地域で5万分の1の縮尺による地質

図の公刊が行恋われている.青森

県では碇ケ間宮城県白石上山

桑折関山形県朝目岳塩野町

手ノ子吾妻山福島上山米沢

関福島県野沢宮ノ下只見の地

域でこれらには説明書もっいてい

る.多くのものは部分図であるカミ

碇ケ関手ノ子米沢宮ノ下の4

図幅上山は官城県側と山形県側と

の双方で全域が覆われる.ただし

碇ケ関図幅は7万5千分の1小坂図

幅の一部である.

都道府県のおもなる地質図ならび

に説明書は第3表に示した.

W-3縮尺1:50,OOO地質図幅

戦後聞もなく図幅事業が復活した.

地質調査所の基幹事業であることが

再認識されたもので戦争中は不急

の事業とみなされたものが戦後は荒

廃された国土の保全ならびに産業復

興の面などから再び図幅事業の推進

が強く要望されてきた1戦争中に

図幅事業を中絶したことが強く反省

されたのものこの頃である.

1:75,000地質図幅の精度では利

用面からみても地質学界のすう勢か

らも不十分であることから縮尺が1�
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蝸へ･三岳私

3o“

力

1幻L脳済地域

糸川σ)地域

第10図縮尺1:7手･OOOおよび1:･50･000地質図幅進捗一覧図

(昭和47年3月現地)

:50,000に切りかえられた.こうして昭和22年(1948)

にはじめて1:50,000図幅の調査研究が開始されるにい

たった.この年にユ:75,O00図1幅に3名1:50,01)O

図幅に14名が従事した.

緒尺亙:75,000地質図幅は地形図を作り直しをするこ

とは前にのべたカミ1:50,O00図幅では地理調査所(現

在の国土地理院)発行の地形図がそのまま用いられた.

前のものは銅版を作成していたが新しいものでは写真

印刷を用いることにたって負担カミ軽くなり利用する者

も地形図にあわせて用いれらるので便利にたった.図

幅調査開始当時は戦後の混乱がつづき物資は欠乏し

交通も不便をきわめた.加えるに炭日ヨ開発だとが緊急

事業として地質家が動員されたこと地質図幅の作成だ

けでたく製図や印刷なども技術が低下していたなどのた

めに出版がおくれ数年のタイム･ラッグが生じている.

これは古い1:200,000や1:75,000地質図幅の事業開始

当時にも起こっている現象である.

昭和25年(1950)には地域開発の重要性が認識されて

炭田調査などの成果カミ盛込まれるようになった.つづ

いて樺太や千島荏とを失った日本はその資源を北海道に

求めるために北海道の図幅調査にカを注ぐことになった.

これより先昭和23年(ユ948)戦時中に北海道に疎開し

た一部は北海道支所と怒りここの地質課で北海道の図

幅調査を開始した.25年(1950)には北海道庁に地下

資源調査所が新設されここでも剛稿事業に脇カナるこ

とになった.

昭和25年(1950)北海道開発庁が設立されるにおよび

26年(1951)頃から北海道の図幅調査のための経費が大

幅に増大した.開発庁の予算によリ地質調査所地下

資源調査所および大学などの地質家が調査に参加したの

でほとんど調査地域ともいえた北海道σ)地質図1腐事業

は急速に発展した.

地質調査所地下資源調査所および開発庁予算で完成

された図偏数はそれぞれ4042およびユ21合計203図

である.開発庁予算による121図のうち39図は地質

調査所職員(一部に大学教官が分担したものを含む)

他の82図は大学教官と地下資源調査所職員とによ(て作

られた.､これらを担当Lた地質家は地質調査所螂名

地下資源調査所約20名大学教官が約30名合剤蛎名の

手によっている.

昭和29年(1954)頃からコニ襲技術院では図幅事業を

特別研究として重視しまた杉原料地質調査の面からも

人形峠の周辺などの図幅の作成をいそいだ.昭和31年

(1956)からは特定地域の開発のための予鈴が図幅調査に

も投入された.こうして昭和38年(1963)まで特定地

域の図幅調査がつづいたがその後は経常研究で継続す

ることにたった.

こうして今まで内地で公刊された図幅は162図でこ

れを担当した地質調査所員は54名大学教官王4名が参加

した.本州の図幅調査に参加した大学教官の場合は北

海道とは異なり長い間研究された地域であり地質調

査所職員がわずかの日数を賞して調査した程度では成果

が太刀うちできないという場合に図幅の公刊を依頼した

ものである.したがって大学教官の参加数にくらべて

でき上った図幅数は13図にすぎなく大部分は所員の54

名によって調査研究が行なわれた.54名のうち北海道

の図幅の作成に従事した者は29名を数える.また他に

3図の特殊図がある.特殊図はいずれも縮尺が1:

50,000で山形市北方地方地質図(1962)掛川地方地

質図(1963)および窟士火1L1地質図(1968)である.

掛川地方のものは1:75,O00地質図幅と重複するので除

くと他は1:50,000の地形図5図会に相当する.

1:50,000地形図の総数は1,250図である.この数

には琉球諸島は入っていない.地質目録図によると昭

和42年(1967)から奄美大島とその付近の小鳥の19図が

加わったのでその前年頃にこれらの地形図ができたの

であろう.また小島とか岬の一部だと狭い地域だけ

の地形図は隣接都にまとめられる傾向にある.したが

'･て年によって地形図幅はこの繭からみると減少する傾�
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向にあり現在北海遣では地形図数は281図本州では

969図である.北海道の地質図幅の完成分203図は地

形図が283回とされたときにでき上ったものがあるので

これで計算すると72%が完成1:100,000の図幅を1:

50,000の図幅に換算すると34図分征ので合計した237

図分の地質図が作られたことになる.これは北海道の

84%に当る.本州で1:75,000図幅を1:50,000図幅

に換算すると241図それに特殊図を加えると245図分に

相当するので公刊された162図を加えると計408図未

出版は561図に当る.これは42%で終了したことにな

る.全国的にみると1,252図のうち1:75,000および

!:100,000の図幅をあわせて645図分52%が終了した

ことにたる.第10図に地質図幅が刊行された地域を示

す.さきの第2表に年度別の図幅の出版数を掲げてあ

る.これで判るように昭穐27年(1953)から急激に増

し昭和33年(1958)には極大値を示した.これは昭和

21年(1946)頃から調査研究したものの成果が爆発的に

集中したものである.昭和35年(!960)には出版数で

みると極小値がある.この原因は昭和31年(1956)

の英文地質鉱産話昭和35年(1960)同改訂版昭和34

(1959)一36年(196!)の1:200,000編さん図による仕

事の増加やこれまでの調査研究を取りまとめた研究の

増加その他の事情があってそれらの影響をう.けたと

考えられる.次の極大値は昭和36年(1961)にある･

さきの極小値のときのおくれカミここで一歩取りかえせた･

それ以降は図幅の出版は下降する.それでも昭和42年

(1967)までにはかなりの成果があげられた.これに

は特定地域の調査研究による経費の増大が大きかったも

のである.次の極小値は昭和43年(1968)にある.

この年には地質調査所のものだけでなく他の図幅の出

版も少ない.金属鉱山密集地域の広域調査や国際地球

内部開発調査の研究(UMP)などに力を注いたこと図

幅の作成に当った他部課の人たちの協力が急速に減少し

たなどに原因があろう.他の見方に立つと昭和30年

(1955)ないし40年(1965)頃まで図幅事業に対する経

費の増加と炭田開発などを通じて地質家の研究成果の結

集がそれまで大きい成果をあげた.昭和38年(1962)

には特別研究｢金属鉱床密集地域の広域調査研究｣が開

始され数名の図幅担当者も参加した.東北地方の黒

鉱鉱床調査にはそれまでのグリンタフ地域の研究が大き

く役立った.この調査研究は縮尺1:10,000の地形図

を用いて精査し1:20,000の縮尺で地質図が公刊され

た.この種の精査はこれまでの地質図幅の調査研究に

比べて精細に行なわれまたその後の地質図幅の研究に

も影響を与えるにいたった.

昭相39年(1963)には国際地球内部開発調査研究(U

MP)が発足し地質構造岩石火山だとの調査研究お

よび深層試錐の先行調査が行恋われた.昭和41年(1965)

からは地震予知に関する研究が開始された.これらの

特別研究の増加とその方面への地質家の参加は地質図幅

調査の減少となったがまた経常研究費の相対的な減少

もあった.昭和43年(1967)には海洋地質の研究がク

ロｰズアップされ研究員をこの面にもさかねばならな

くなった.

図幅調査の進行に伴った総括的な研究図幅調査では

実施できない精密な研究一だとえば古流系や堆積学的在

研究とくに図幅調査からえられた重要たテｰマの発見

を進める研究地域地質における基礎的た研究などにつ

いてそれまで図幅の完成をいそぐあまり見送られて

いたが昭和39年(1963)頃からようやく許されてきた.

昭和32年(1956)から人事院は地質家を研究職に含め

単に行政的恋業務のみでなく研究成果をあげなくては昇

格できないと規定されたこともあり昭和41年(1965)か

ら地質図幅とその地質説明書とを地域地質研究報告(5

万分の1図幅)と改称するにいたった.

昭和39年(1963)から特定地域の調査研究費が経常研

究費に合わされたがその後経常研究費は増額しないの

で物価などの上昇のために相対的に調査研究費は減少

する結果となった.地質家は経験を積む反面に高合化

し新規採用の中止や定員削減などが加わり人員は不足

し精度は向上するが調査日数は増すたどの理由で地

質図幅を早急に出版するという図幅至上主義は崩れるの

止むなきにいたった.

W-4地質図幅事業の現状

明治!2年(1879)内務省地理局に地質課がおかれた当

時日本に地質図幅調査をはじめたことは先進的な事業

であったが地質図幅の出版をみない内から各方面の要

請に店じて本業が進まなかったことはすでにのべた.

その後担当者たちの偉大な努力も予算と担当者数の不届

とによりわが国の急速な産業の発達に追抜かれその方

面の業務に追われて地質図幅事業は片手間仕事のような

立場にあった･明治24年(1891)頃からすでに鉄鋼原

料調査明治33年(1900)から油田調査事業が先行する

にいたっておりこの傾向はますます広がるばかりであ

る.地質図幅に対する各界からの要望は

(1)残された空白地帯の地質図を急速に埋める.

(2)地質学の進歩に対応し地質の基礎資料として有効に役立

っ精密な地質図を作成することである.これらの双方

にも関連するが初期に作られた縮尺1:75,000地質図

幅の早急な改版を行なうこと

などがあげられるこれらのことは担当者たちが常に�
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意識的に取組み悩んだことである.さきにも述べた

通り未刊行のものは566図1:75,000および1:100,000

の縮尺のものを再調査すれば1:50,000にかん算すると

275図分である.あとのものはしばらくおくとしても

1年5図幅出刊して完成まで110年8図幅としても71

年の歳月が必要となる.この時期に今と同様の精度で

役立つであろうか.このことは西欧先進国の事情に比

べてあまりにも劣リ明治29年(1896)37年(1904)

40年(1907)などの事業報告にみられる精度向上に対す

る悩みは現在も改善されていないことを示す.地質図

幅を早急に出版することと精度を高めることは限ら

れた経常研究費と限られた人員のもとでは相反する命

題である.

昨日は北海道合目は九州明目は北陸などと離れた

地域の地質図幅は自由自在には作れない.それぞれの

地質区の特性それぞれの地質に関する文献や資料など

による予備的研究も行たわれなくては祖らない｡地質

学の進歩に対応して役立つ地質図を作るためには絶えず

専門分野の研さんを行ない研究内容をほり下げさら

に新しい研究を開拓してこそ可能狂のである.そのた

めには機器を導入し実験による地質現象の把握をする

などによって近代的な地質学を採用しそれぞれが高度

の専門的能力をもち(スペシャリスト)さらに技術を

開発し他方では多くの研究を総合できる能力をたかめ

かっこのような研究者たちが相互に密接に協力する必要

がある.

第!工図にイギリスの地質図を掲げる.この地質図は

数人が単にユ回の調査で作られたものではなく試錐そ

の他多くの資料を加えて作られ改訂されて現在のよう

になったものである.第12図にフランスの地質図の例

を示す.面図とも精度が高い.

地質家のレベルアップと平行し個々の経験や資料σ)

蓄積などによリ目本の地質の全貌を専門分野の立場から

総合的に把握しその上に立って図幅内の地質を解明し

なくては地質家としての個々の能力を維持することは

困難でまた時代に対応した地質図幅を作成することは

できない.従来は図幅調査を急ぐあまりこのよう政

体制は考慮されず昭和32年(1957)噴まではどん匁俳

究をも認められなかった.第13図にほとんど櫓曲が見

られ恋い水平層からなるアメジカの地質腰1の例をかか

げる.1ヨ本にはこのような単純匁地質構造は若い地層

を除くとほとんど見られない.

日本の地質構造は複雑で外園と異な"図幅内にも

多くの異なる地質系統のものがある.多方面の分野に

わたってスペシャリストには柱れないし地質図幅のよ

うにあらゆるものを均等に記載し研究をすすめることは

不可能なので複数の地質家が団体研究をすることがの

ぞましい.

昭和25年(1950)頃から専門別分野の地質家が協力し

て一つの図幅を作る方法が増加してきた.北海道で開

発庁の図幅の場合ではときに8人内地の図幅でも5人

の協力によって図幅調査が行なわれたこともある.

このような方法をとるときには優れた地質図幅が/乍ら

れる反面で図幅を推進する立場からみるとその進捗度

には制約が起こる.わずかな経常研究費から基礎的研

究などをすれば図幅に廻す経費は減少する.地質学の

急速た発展に伴い精度を向上させれば調査日数の増加す

る傾向が現われさらに団体研究を進めれば同一地域で

獲鱗獲祭り㍊

第u図イギリスの箱尺夏:63苛鑓⑰迦質畷友ssyntDis故麦む室

(部分図)地質系統は鋤こ細分慈裏泌､また左準公

の杢熱は5伽)地質i罰漉{こレユて獄究され明治2蹄

(1892)に炎讃蓬叙た.その後(醐婁)1こ東部をヵI岐で公

表し昭和郷寧(工965)修刑齢童傍られた､

第12国フ多シスの縮尺1:50,◎OO地質問幅逸品醐搬(部分醐襲鰍5寧(工9鋤

から鰯和蜘年(1965)塞で5伽})､綿査着1こよって研究され婿琴脇隼(王969)

公刊さ叙た.地質図は精陵が瀞く配色…まきれいである.�
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も専門分野の異なる地質家たちが重複して踏査するので

さらに所要目数が必要となる1昭和14年(1939)以降

に縮尺1:75,000の地質図幅は240目の調査日数と定め

られこの面積を1:50,000の地形図に換算すると80目

になる.昭和25年(1950)には1:50,000の地質図幅

の調査日数は80目と定められた.それが昭和27年頃

には1人の場合に約100目30年(1955)頃には150目

昭和35年(1960)頃には160目昭和40年(1965)頃に

は180目昭和45年(1970)頃から200目をこえること

にたり協同研究ではさらにこれを上廻る.

昭和32年(1957)頃には白亜紀流紋岩類の分帯に関す

る研究が担当者たちの間で論議されたことがあったが

当時はこのよう狂研究はその成果が危ぶまれるとして取

上げられなかった.今では濃飛流紋岩類の分帯も可能

狂見通しの下に地質現象に関して重要な事実の発見にま

で達しつつある.このような進歩は他にもあり昭和

25年(1950)頃古生界の分帯は生涯を通じての研究なの

で地質図幅で取上げられるべきものではないといわれた

が現在ではその分帯はごくありふれた研究でこれが

たくしては古生界の地質構造に関する論議はでき狂い.

このようにして地質図幅の内容には大きな進歩のあとが

みられる.これは岩石鉱物を主とした地質図幅でも同

様である.

地質図幅は自然の地形とは別個に緯度と経度とによっ

て地形図の上に枠を作ったものである.この図幅内を

調査するには地形に応じて道とか川筋とかまたは尾根な

どを通って踏査するのであるから交通不便の地域では

図幅内だけに止まらずより一層広い範囲たとえばバ

スで下車した停留所から図幅内までの枠外の地域も地質

調査を行荏うことにたる.また運よく下車地点カミ図幅

の端であっても地質区は図幅地域と一致したいから調査

地域は図幅地域より広いのがふつうである･このよう

な欠点を補うためには断片的に離れた図幅を調査するよ

りは接近した図幅をいくつか取り上げるのが有利である.

また団体研究としてこれを行なう場合でも効率的である･

昭和30年(1955)一36年(1961)頃には特定地域の開発

のために予算が計上されたなどの理由も加わってこの

方法が推進され北九州山陰領家北陸北上青

森秋岡樺戸山地釧路などでグルｰプによる研究が

行なわれた.これは図幅作成の能率の向上地質家の

レベノレアップについて有効であったが他面ではグルｰ

プに属することができぬ者もでき新しいグルｰプを作

る場合などについてもいろいろ障害も現われて次第に

ゆきづまった.しかしこのうちの青森秋田などのい

わゆるグリンタフの研究者たちは変質した凝灰岩の分

帯という困難と取組み多くの成果をあげた.これカミ

後に黒鉱鉱床の探査に対して大きな貢献をすることにな

った.この研究者たちは変質作用の研究構造地質

または堆積学などの研究に新しい進路を見出すことに放

った.このようなことは地質家として当然の成長であ

りそれ自体は喜ばしいことだが図幅事業推進の面か

らみると進捗速度がにぶらせられた.

昭和21年(1946)新しく1:50,000の図幅調査がはじ

まった頃は調査員はわずか10名見らずであった.昭和

25年(1950)専門別の組織ができた当初は10数名北海

道支所の担当者を加えて約20名昭和38年(1963)頃に

は33名支所を加えて39名である.専門別の組織は地

質部に層位古生物岩石鉱物および応用地質の3課のう

ちさきの2課が主となり図幅が担当された.層位古

生物課には古生代中生代新生代岩石鉱物課では深

成岩変成岩火山岩のそれぞれ研究室ができた.層

位古生物課は図幅第1課から今では地質第2課岩石鉱

物課は図幅第2課から地質第3課と名を改めた.応用

地質課は応用地質部となっている.昭和25年(1950)

図幅の編さんから昭和28年(1953)編図課が生まれた

カミ今では地質第1課になった.昭和25年(1950)から

第13図

繍､銭㌶匡｡繍琴≡

川甘｡一_一^､､､一､､.川､一.…簑一圭｡

アメリカの地質図幅Geo1ogicMapof出eBrightAngel

Q醐drang1e,GrandC柵yonN盆tionalP酊k,A由｡na

(部分図)上半部を横切ってグランドキャニオンがみえる.

地質は19に細分される.ゆるく煩く先カンブリア系の上にカ

ンブリア系石炭系二畳系三畳系などが水平にのってい

る.この図幅の縮尺が1:48,000で縦80om横60㎝1の大

きさで裏面に地質の説明カミの昔られてV･亭･昭穐姐年

(1966)刊･�
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次第に図幅担当者が増し1昭和38年(1961二/)頃には担当

者数約40名のほか臨時に参加した他部課の者を加えると

(10名近いときもあった.その後予算の減少に伴いあ

るいは他の分野の研究に転ずるなどして今ではおよそ

30名が地質図1幅のf乍成にしたがうにすぎない･

これらの者の年間の平均調査員数は40目に足らず昭

和38年(!963)頃には100周をこえていた.調査日数

の不足は地質調査を伴わない研究に進む者が現われたリ

熟練者などがかえって図幅調査から外されるなどの事態

を生じてしまった.1人で1図幅を担当する場合でも

牢聞3岬の調査ならば10年近い周時601･1でも数年近い

歳肩が必要と匁る､こうしてくると研究者は一層深く

室内研究ぽ力を注ぐことに柱る.加えて国際協力など

の業務の増加は図幅調査のとリまとめなどの室内研究か

ら多くの時間をうばってしまった.こうして精度を高

めてしかも図幅調査の速度をはやめるという事業には

大きなブレｰキがかかってきたのである.

今までの経過で判るようにわが国では地質図幅事業

に対する基本的計画ははっきりしたものカミたいに等しく

事業の推進は時代の要請によってのみ左右されてきた･

なんといっても地下資源の開発が至上命令で炭田油

照または鉱山地帯の調査がいそがれた頃にはこのよう

な事業に対する予算が多かった｡国内の資源が対録と

されなく勾り国外から原料を輸入し国内の鉱山など

の減少につれて予算は減少してきた･また新規坪用の

申上とか定員削減その他で図幅事業に対する人員は縮少

にむかい若手の採用が少ないために平均年令は上昇の

一途をたどりまた人員構成にも不均等が現われるにい

たった..さらに人事移動は調査計画より優先され計

画はしばしば変更する余儀放い場合も生じ数人の協力

によって王図幅の調査が行なわれたときにはたとえ五人

4)転出でも計画ははじめからねり直さなくてはならなく

なる｡たとえ数年後再ぴ復帰しても中絶期間中に資試

料が散逸されて図幅の完成を困難にした.また中途半

端な中絶は協同者全体に欠きた負担となった.

各課の珊究室はそれぞれ2～3名ずつが増したけれど

も地質鉱産誌などの馴〕まとめや総合地質図の編さん

または国際協力他部課民間学会などから持込まれ

る諸問題の解決相談情報の提供なども次第に増す傾

向にある.

Vむすび

先進国の図幅調査事業などをみると

��

��

��

��

図1膓作成を掴娑する野外柳究者はなるべく炊確絡か1'｡解

放され古生物とか岩石学約な室内桝究を分批する首と協

同研究をするもの

多くの地質家の陣容をもち迄CAFEや属際的脇カσ)業務

に専念する機関が分れるもの

古くから高精度の地質隠順をf乍成しさらに精度を高めつ

つあるw)

棚:究員にはそれぞれ複数σ)繍功員をつけて研究を援助する

もの

などによって国情や経済情勢などに違いはあるが図1幅

事業を促進するための方法がとられるものがある.わ

が国では世界各国に比べて地質構造が複雑であってし

かも地質学的単位が小さい,たとえ陵外国で至1250｡肌〕

または1:100,O00の縮尺で表現される地質学的単位は

わが国では1:50,000または工:25書000の縮尺で匁くて

は同じ表現は不可能である｡剃4図に筆者が調査した

荒島岳図幅の一部を示す.他の国々の地質図と比較さ

れたい.それぞれの地域的な相違がみられる.

先進国の地質学の歴史は古く地質家の能力も一般に

高度で加えるに国民の科学技術に対する理解の程度も

高くしたがって地質図幅の精度も大きい.イギリス

フランスなどは特別として他の西欧諸国でも早くから

精度の高い地質図幅が作られその基盤の上に現在の図

幅が出版される.わが国では大正の中期頃まで探検時

代の名残リである縮尺1:200,000の精度の低い地質図幅

を作っておりこれは現在発展途上国などでf乍られる同

縮尺の図幅に比して質的に大きく劣るものである.フ

ランスを例にとるとわが国が縮尺1:200,O00の地質図

懸欝幅に辞する頃(1…)に1ま縮尺･:･(/…の地質図

鑑誰1.

繍尺夏:§G茱e⑪⑪地矧嚢鵬正琉鳥短パ灘分鰯)ごめ地域は湯吹

讐諜鮒こ養雛したところ刊泌秘蝸礁w)一迂繊煽刎三撚

次倣綴が鰍翻でき恋くて縦走飯履が垣立ってい㌫鰍棚2

峰(蝸7)刊.

幅の公刊をはじめその精度は日本の初期の玉:5()茱O;)0

地質図幅の精度を上廻っていた.しかも新研究グ)成果

を加えつつ2版3版と改訂版を発行し5版まで出版さ

れたもグ)さえある.これらに対する調査費も十分出さ

れたものらしく早くから幾人かの共同研究カミ行なわれ

相互夢)間には十分な意志統一が行なわれているようにみ�
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える.このようにして調査者間の見解に異論がない

よう恋地質図幅に基づいて大小の縮尺の構造地質図だと

の特殊図が作られる.わが国では1:75,O00や1:

50,000地質図幅のたいところではたとえ1:200,000の

県地質図が出放されたとはいえ場所によっては古い1:

200,000地質図幅の地質がそのまま引用されることもあ

る.このよう狂もので正確な構造地質図は作ることは

無理であろう.

先進国ではすぐれた基盤の上に場合によれば試錐や

物理探査の成果を加えて地質図幅が作られるのに対し

われわれは幾多の困難を克服してそれに劣らない精度

の図幅を作りたいと念願しているが精神力だけでは残念

ながらその差が一層開いてゆくようなあせりさえ感ずる.

西欧諸国がすぐれた基盤の上に立って国際協力をよびか

けても今のままでは思うように太刀うちができなくなる.

おおげさにいう匁らば.横綱とふんどしかつぎが相撲を

取るようになると困るのである.すぐれた地質図幅を

作りかつ怒るべく早くこれをもって員本全土を完全にカ

バｰしなくてはならぬ.早急ということと精度を高め

ることは限られた予算と人員とでは相反する面がある.

精度を向上させることは個人の好みだけを浦届させる単

なるわがままではないのである.かつての貧乏国では

地質図幅の精度が低くても仕方がなかったかも知れない

がこれから先は日本独特の地質学的現象を世界に公表

して斯界の進歩に貢献しなくてはならない義務を負う･

そのためには通り一辺の地質図幅ではたくすぐれた図

幅を作って行くことカミ目本の地質学の基盤となると信ず

る.､

地質図幅の作成は手軽な作業ではない.したがって

残された空白地帯を埋めることは容易でない｡それに

加えて安易な考えで地質基礎図を作って精度を低下させ

たならばそのよう恋地質図幅は地質学の進歩から取残

されるのみで恋く産業の発展国土の保全国民の環

境改善だとの要請にも答えられなく怒るという危機に立

っている.このような現実の下で昭和37年(1962)

頃に地質図幅担当者たちは｢図幅のあり方｣について真

剣に討議をくり返した.単に空白地帯を埋めることで

はたく日本における地質学の各分野の問題点を整理検

討して｢それから出された課題や方向にそって図幅事業

を推進しなくてはならぬ｣ことに意見がまとまった･

幸にして各地方自治体ではそれぞれ府県地質図が大学や

地質調査所に依頼して作られこれらの精度はかなり高

く地質図幅未刊の地域には役立っている.

地質家はそれぞれ専門の立場から日本の地質を総合的

に解明するために重要な地点を選び一つっつ解明する

ことこそ長い目でみて社会に貢献することになろう.

これは特定の地域で自分だけの都合で併発を長引かせる

ことではたい.そのためにはある時期で区切りをつけ

て研究を推進させる意味もあり2～3年先を目標とし

て日本の1:!,000,000地質絵図を編さんし日本の地質

を総合することを計画した.この目標を達成しこの

仕事を通して地質構造その他において新しい視野を開く

ことが進歩に向かう重要な段階に放るだろう.

地質図幅に対する各方面の要望は大きいものがある.

これは図幅の必要性がますます増大することであろう.

90年の歴史の上に立ってその現状をのべた.今後

のあり方やその方法などについて改善すべきことが多い

ものと思われる.各方面からのご意見やご支援を期

待する.なお世界のおもなる国の地質図幅事業や地

質調査機関の概要を不十分なカミら付録に掲げた.日本

の事情と比較していただければ幸である.先進国の事

業に比較すると日本の調査事業は弱体なことがわかる

であろう.

文献

地質学会(1918):東京地質学会創立25周年記念展覧会H緑

地質調査所(1969):地質調査所出版物目録(明治12年一昭和

43年)

地質部図幅課余資料(!962)1口本の地質討論会(謄写版)

地質部図幅小委員会(1963):地質図1幅調査事業の現状(謄写

版)

北海道支所地質課(!658):北海道の地質調査事業のあゆみ

地質ニュｰス50号

今井功(1962):地質図幅調査事業の歴史同上98号

井上構之助ら(1907a):世界各国の地質調査事業芋地質調査

所報告1分

井上構之助(1907b)1地質調査所沿革および事業同上

3号

井上薩之助(1918):地質調査所事業と欧州西部戦場同上

71号

村岡近良(王962):測量80年のあゆみ地質調査所賂吏

根本忠寛(!962):地質調査所と北海道の地質調査吏同上

佐々保雄(1962):北海道地質図変遷吏(1)北方文イ㍑研究報告

17輯1-38

佐々保雄(1964):同上(2)同上23-58

佐藤博之斉藤正雄(1968):北海道の地質事業はどのように

準められたか(本道地質調査事業のあゆみ)地質ニ

ュｰス166号

資料室(1972);地質調査所所蔵の外国の地質図1(アフリカ

その1)同上209号

和尚維四郎(1880):内国地質調査施行之主意(勧農局地質課)

和尚維四郎(!88さa):,地質局事業の要領地質要報明治19

年1号

和田維四郎(1886b):地質調査の目的同上同年1号

稲田維四郎(1887):地質局事業一覧同上明治20年1号

1⊥1根新次三土知芳(1954):わが国地質調査事業の沿革地

学雑誌63輯693号

山根新次(1962):地質調査所事業の変遷地質調査所略吏

(なお地質調査所の事業報告は次号に掲げる)�
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村

世界のおもな国の

地質図幅事業と

地質調査機関

世界各国の地質図幅事業はまちまちの方法で行なわれ

その歴史もそれぞれの国で異なり地質図幅の進捗度を

正確に把握することは困難である.たとえば米国

ソ連などのような広大な面積をもつ国では連邦地質調

査所だけでなく各国または州の機関でも実施している.

地質図幅目録および目録図が揃っていないところでは実

状の把握がむずかしい.地質調査機関の概要ものべ匁

くては地質図幅事業の内容は判らない.ここでは地

質ニュｰスなどにのせられたもののうちからおもなる

園のものを選んでその概要をのべることにした.

Iヨｰロッパ

ωイギリス

WlI･L1畑1SM冊(1815)が縮尺1:316,8(〕0σ)アイル

ランドの地質図を公刊したのが地質図のはじまりである

がそれよりも早くCHRls1'oP瓦㎜PAcK11(1743)は原始

的な地質図を作っていた.

調査の歴史は古い.

このようにイギリスの地質

鉦

第15図

縮尺1:63,360地質図A豊s双童泌鮒1ctこの剛ま地質醐磯nos.10王

の間の企画質区を1図にしたも週1で左側にレウシァン沖麻砦系(Lew…s1搬G搬至轟轟)

側¢)東方結晶片岩系(E目st鮒搬Sむ泌ts)との間剛]醐こ1りドニアン系α鮒更…あ翻{鋤)

カンプリアン系(Cambri榊)とオｰルドビス系(Or遂榊歪む三揃)が分都する｡

幅は幅61cm縦46c㎜位であるが水凶は縦は46c榊だ紬鱗が約35.5cmである､さきに

第1ユ図に部分図を示した.

地質科学研鬼可(In目舳ut㊤ofGeoEogiC8E

Scienεe;亙.G.S.)

イギリス地質調査所(Geok〕9icalSurveyofGrとat

Britain)は美保6年(ユ835)に王立地質調査所として

発足した｡昭和21年(1946)に設立した植民地地質調

査所(Colonia1Geo10gicaiSurvey)と地質調査所なら

びにその付属博物館が昭和40年に合併され地質科学研

究所となった.研究者ならびに一定の資格をもつ職負

数は約600名である.このうち地質調査所と研究騎

および博物館などに分かれる.新組織の地質調査所は

かつて野外調査部といわれたものに相当し本部はロン

ドンにあって南イングランドとウェルスをリｰズ支

所は北イングランドとウェノレスをエディンバラ支所は

スコットランドを分担しそれぞれ地域別に課が分けら

れる.地質調査所はおもに地質図幅を作成するが試

資料の収集は西ドイツとともに法律に基づいて行なわれ

る特徴があり試料は博物館に保管される.研究局に

は岩石古生物鉱物資源水理地質地球物理地球

化学の6部に分かれる(井上英二1971a).

地質図幅は野外地質家が1～数図幅の調査研究を行な

い化石や岩石の鑑定などは研究局でなされ数名が協

同して図幅が作られる.野外研究には十分な時間がか

けられ図幅の完成は6～7年ときには数10年を要し

地表調査で不十分なら試錐を行狂って資料を集める

(砂川一郎1959).地質図幅は

縮尺1:10,560(6inches:1

笥苧…'mi1e)地形図で調査し1:63,360

･葦一の(1量nch:1mile)の縮尺の地

質歯幅が刊行される.明治40年

家が2カ年で完成した(大井上

鰯㎞S㎜yofM與nd)となり

緊要一:･･･…の縮尺の地質図幅を作

一考一讐成している(井上ら1907).

塁1箒､嚢イギリス(GreatB工itainと

撚

り縮尺1:625,000の第2版(1957)

至⑪婁至⑩?王08

方�



一25一

がある.!1253,440(1inch:4mi1es)は全24図のう

ち10図刊行ずみ1:63,360は全360図のうち215図が

公刊され!45図が未刊だがこのうち6図を含む同じ

縮尺の特別図幅があるので!39図分が未刊とみてよい

だろう.次お最近の1年間に2図が公刊された(1969

-!970).スコットランドは1:253,440が全17図で4

図が未刊!:63,360が全13!図のうち70図完了61図

未完北アイルランドは!:253,440全5図のうち3

図未完1:63,360は全72図のうち67図が未刊5図刊

行される.

イギリスの地質図幅は表層地質図と若い地層をはいだ

基盤地質図とからなる.第ユ5図に地質図幅の例を示す.

(2)フランス

明治元年(1868)に地質図幅調査所(Se･vicede1a

CarteG601ogiquede亙rance)が創設された.ここで

は地質図幅の計画を立案し大学の地質家か調査研究を

担当していた.昭和20年(1945)に他の地質調査機関

と統合再編成された.

地質鉱山研究院(跳鵬a㎜伽馳必emh㈱

磯Φ109i榊e醐t逝量凧i虹e8:逓.R.G.雌.)

ここは国内地質調査所と鉱山海外調査所(D,R.M.E｡)

とから在っている.地質家と技術者約700名事務職

員300名計1,000名がおりパリ本部に400名が在職

する(山岡正泰1962).

∵

3ゲ

地ポ

ト

･｡!一

概｣

､…

放■

��

�

堺

∴■ド■∵

十一一一十一十

:80,O00地一町貝111幅

:50,000み

ト山1'■･

�

�

一)

ゴ･2''}帆_｣_

19301940ユ950196σ■L970

出版年一与

第16図フランスにおける地質図幅の進捗の推移図

国内地質調査所(酬正eet且｡n砧S肚∀i6e

Gる｡logiq拠en&tio皿:Φ.S.G.N.)

ここは地質図幅一般地質鉱物コｰド資料物理化

学探査地質技術鉱床水理地質情報印刷実験

の10部と11地方出張所からなり研究者301名技術者

223名総員697名がいる(井上1971b).

フランスにおける地質図幅の歴史は古い.弘化3年

(!846)にはすでに1:500,000の地質図幅6図と4の説

明書安政2年(ユ855)には1:80,000の22図幅のフラ

ンス北部の地質図が慶応3年(1867)には1:80,000

の62図幅が完成された.明治40年(1907)頃には縮尺

1:40,000の地形図を用いて調査し1:80,000の地質図

幅にまとめた(井上ら1907).この頃までに全国土268

図幅のうち220図が出版され年間6-8図が刊行さ

れた.佐藤源郎(ユ955)によると1:80,000の図幅は

全255図(小区域のものは隣接図と統合)が完了してい

た.大正14年(1925)頃から新たに縮尺1:50,000の

図幅の作成をはじめた.この図幅数は全国土1,125図

からなり200図が公刊され近く出版されるものが40

数図ある(1971).その出版の進捗度は第16図に示され

る.ただしこの国では地質調査の進展に伴い改訂版

が出されるので日本の進捗度とはかなり意味が違って

いる.図幅の調査期間は十分に与えられ1:80,000

の地質図幅は井上ら(1907)によると2～3年間に

250～300目を要し大井上義近(1927)によると1:

50,000の図幅で大正14年(1925)に出版されたものの

うちには4名が調査研究して5年の時目を要したもの

もある.縮尺1:320,000の図幅

凶500も古くから作成されたが全土が

L鶯㍍て㍗冨芋)

悟奉!962).全国絵図には縮尺

■

帀

�

一.

一'

■

!:!,000,000の2図からなるフラ

ｰ

t一〕

'鳩シス絵図は策5版(1968)がある.

■

L1このほか縮尺1:250,000の地質図

幅もあり部分的には1:25,000

ト

の地質図幅も作られる,

lOO一一

Lフランスの地質図幅は古くから

精度が高く印刷技術も優秀であ

る.第17図および第18図に地質

図の例を示す.恋お構造地質図

�

はもっとも早くから作られている

ほか現在では物理探査実験両

部ならびに他機関と協同して海

し

洋地質の分野に進出し大陸棚地

■

1土真益紙質図幅の作成に当っている(井上�
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ユ9721｡).

13〕ドイツ

ドイツではヲく保工2年(1841)から縮尺1:ユ｡o,oooと1:

200,O(X〕σ)地質図1幅がf乍られた.慶応2年(ユ866)に

はすでに1:25,000の地質図幅が始められそれとと

もに土壌地質図幅もf乍られた.プロシャ地質調査所

(PreussischeGeo1(〕gischeLan(一esanstalt)の設立は明治

6年(1873)である.明治40年(1907)頃には縮尺1

!0,(〕00または1:25,000の地形図で調査し平地でユ

図1幅に2年1⊥1地で4～5年の則1寺がかけられた(ヲ'1:｣1二

ら1907).大井上(!927)カミ調べた頃はユ:25,OOO

の図幅は!,219図が公子1』されていたという.

ドイツ共和国にはこのほかザクセンバｰデンヘッ

センメクレンブ1レグアノレサス･ロｰトリンゲンの5

州地質調査所とバイエルンヴェルテムプルグオルデ

ンブノレグなどにも地･質調査機関があった(井上ら1907).

第2次大戦後は東西両ドイツに分かれた.東ドイツの

事情は判らないので西ドイツのみをのべる.

西ドイツ

四ドイツには連邦地質調査所ψ)ほか9の州地質調査所

繁簑･

議岬舳…一一

驚簑蔓

縮尺1150,000｣'山質.1竺岬1毛Emb1=un､

ききに蜘2図でこの部分1嚇し烹ま｡

た､この地質図は'ド1榊〕l1帖158cm一､五､言鮒

縦畑ズ(似･左｣1に地力舳ピｰ萎叫簑一

その`;綱メ一旦ミ讐首が示さオL左一…ドに呈髪･:･三,.

{ま上山質繍長j萱筐1とぞロリ七f列IlI火か嚢､由､

牛i.状図とが猫カれるこの地｣i1童掬轍

､蓋繍窪録む熊

鱗蟻総青鮒紋む蓬鋒濤.甑凛驚γ幾笈

鍋181望1

フランス列1横｣r哩チにおける縮尺

1:50,O00地質図1幅M㎝ti舳ers-

Etretat(郷分図)湖祭や河川に

ぞ･.･て払盤のジュラ系や白珊系が

わずかに見｡.1される.地質図の

外側に海側からみた地質蜘晒図が

描かれる.ジュラ系を1Iヨ蛆

系を5に分けこ知らを覆う沖積

堀を8に細分される.カ{則粋タド

に1三1司!三系{ハ｣'痩傲奈】玉状図が示される.

3名1二五一ニバ〔調布棚1:ヲモされ11召不n

43年(王968)公刊された.地質

図の枠は縦61c㎜横幅52cmで

ある.バリ剛胴方湖峯.�
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がある.

地質との3図幅が1組になる.

ドィッ連邦地質調査所(趾皿伽醐n船1t舶r

遍0曲nf肚S必un9)

昭和33年(1958)に再建された.調査研究実験研

究外国の3局と管理部から抵る.外国局では基礎研

究と後進国の技術援助をする.調査研究局では一般

地質写真地質海洋地質古生物岩石学などの研究

資料課では国際地質図の編さんを行なう.地質図幅は

州地質調査所にまかせる.研究員約70名技術者約80

名総員210名である.

二一ダｰサクセン地質調査所(N亘ωers批血sis6hes

h皿伽Sa㎜t舳r跳忍enf0胴曲ung)

連邦地質調査所と密接な関係にあり人事や業務交流

も行祖われる.地質図幅土壌地質放ど6部37課と古

生物標本工学地質など独立9課ブレｰメン支所か

らなる.地質家εO名技術者72名総員150名からな

る.この州は全域の70%カミ平野柱ので第四紀地質

湿地一湖沼地質沿岸地質土壌地質などの研究が盛ん

である.地質図幅は縮尺が1:25,000で全433図のう

ち昭和20年(1945)までに154図その後11図が完了

し土壌地質22図を併せて昭和46年(!971)1月現在

43.2%が完了している.

シュレスウィッヒｰホルスタイン州地質調査所

(Geo亙｡gi曲e5L固n伽醐㎜tSch1esw量g一憂｡1説e畳皿)

基盤地質水理地質鉱床地質土壌地質地球化

学微古生物などの部門カミあり地質家18名技術者

30名総員66名がいる1図幅調査も行なわれる.

ハンブルク市地質調査所(G㊧o1ogiSCheS

Lande胴mt肋mb11rg)

工学地質地質図幅地盤地質計画図工ノレベ河流域

の地質土質工学などの部門からなる.地質家4名

技術者6名総員15名がいる.土壌地質図などに従事

する.

ノｰルドラインｰウェストファｰレン州地質調査所

(Geo亙｡9亘8曲e8肋亙de目a㎜tNo1d沁e量亙一W鯛榊1en)

地質図幅基礎地質鉱床工学一水理地質土壌地

質総務の6部からなる.地質家75名技術者77名

総員204名がいる.地質図幅部は地域別た6課基礎

地質部は地球物理動物化石植物化石鉱物一地球化

学一岩石学石炭岩石学石炭化学の5課に分かれる.

地質図幅は縮尺がユ:100,000で作られ土壌地質と水理

ヘッセン地質調査所(腕5gisches肋nde胴mt舳r

逓0de亙fOr8泌皿ng)

5部と4独立課に分かれ地質家40名技術者43名

総員136名からなる.第1部では地域地質古生物

地球物理の3課第2部は鉱床岩石地球化学の3課

に分かれている.ドイツ中央部の図幅調査が行荏われ

る､

ラインラシドｰファルツ地質調査所(Geo亘｡gi馳heS

Lande醐m{Rhein亘ana一･P他h)

地質家13名技術者13名総員31名がいる･

ザｰルラント地質調査所(Geo1ogi3出eSLa皿de醐㎜t

也egS塾arlands)

ここでは主として地域的の地質図幅をつくる.地質

家5名技術者2名総員10名からなる.

バｰデンｰヴユルテンベルク地質調査所(Ge0亘09量9CheS

LaMe蝸m“n腕de皿一W肚榊㎜b飢g)

地質図幅鉱床水理地質水資源供給地盤地質一

土壌地質管理の6部と!支所がある.地質家13名を

含む科学者50名技術者24名総員87名カミいる･

地質図幅部は地域別に課が分かれ古生物岩石総

合地質図編さんの3課が協力して図幅を作る.縮尺は

1:25,000で昭和40年(1965)までに州の56%に当る

123図が刊行された.他には!:50.0001:100.000

1:200,00011600.0001:1,000,000の地質図がある.

バイエルン地質調査所(腕y眺is6he5

Ge0109量SCheSLan他33m亡)

地質図幅土壌地質岩石鉱物鉱床一地球物理水資

源一石油天然ガス工学地質一構造地質管理の6部が

ある.地質家27名技術者37名総員88名のほか7名

の非常勤の地質家がいる.地質図幅は1:25,000を作

り昭和30年(ユ955)から57図が刊行され州の10%に

当る.他に1:50,000の図幅が昭和28年(1953)から

2図1:100,000が昭和26年(1951)から5図幅公刊さ

れた1地質絵図は昭和32年(1957)に1:800,000昭

和39年(1964)に1:500,000で出版された.縮尺1:

25,000の地質図幅は日本の1:50,000の図幅の面積の25

～40%に当るが野外調査の日数は一般に180～360目で

年聞に5～8図が刊行され他に土壌地質図幅もf乍られ

る(おもに神戸信和1967による),�
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(4〕ソ連

ソ連では明治ユ5年(1882)に地質調査委員会が発足し

た.この年にA.KA服MsKYが縮尺1:2,520,000の

地質図を公表した.委員会が設立されヨｰロッバ･

ロシアで1:420,(x〕oσ)地質図幅が作られはじめた.コ

ｰカサスでは地方鉱山部で明治26年(1893)からシベ

リア鉄道沿線翌年から御料鋤｣1の地質調査がそれぞ

れ別の機関ではじめられた.

ソ連邦地質地下資源保存者(Mini目tryofGeo10gy

a皿dConoervationofM量蛆era1Rego㎜r6e5)

大正6年(1917)の革命後に地質探査トラストが創設さ.

れ地質探査局をへて大正12年(1923)には地質委員会

昭和21年(1946)に世界ではじめての地質省(Mini･try

OfGeo1ogy)に昇格し昭和28年(1953)に現在の組織

になった.この省はソ連体制53省のうちの一つで全

職員20万人そのうち地質家14,OOO名(大学卒8,000名

実薬学校卒程度6,000名)で昭和30牢(1955)の予算

は日本円に換算して3,700億円といわれる.

国家建設計画の下で国の経済に直結し工業の発展に

先行して地質および地下資源の調査を行なうという理念

の下で事業が行なわれる.特定の資源一石炭石油

鉄非金属化学工業や建築材料などの調査は他の機関

で実施しそれらの資料は本省に報告される.

革命前にはヨｰロッパ･ロシアで1:420,000の地質図

幅が作られ全145図(うち10図はフィンランド)と重

要鉱山地帯ではこれより大縮尺の図幅が作られた.そ

れは前のものがソ連全土の約10%あとのものは2.4%

であった1革命後はこれらの事業を引っぐとともに新

たにシベリア極東カザフ中央アジアなどでも地質

図幅を作った.昭和12年(1937)までにソ連全土の50%

の図幅が完了した.うち1:1:6,OOOが6.8%1:

42,0(〕0またはそれより大縮尺のもの2.8%で他は1:

420,000であった.大正11年(ユ9二2)に1:10,500,000

大正14年(19二5)に1:4,200,000のアジア･ロシアの地

質絵図が昭和8年(1933)に1:2,500,000のヨｰロッ

パ･ロシア地質総図改訂版昭和12年(1937)に1:

5,(〕00,000昭和15年(194(〕)に!:2,500,(〕00のともに全

ソ地質図が刊行された.前のものには北東辺区の一部

に空白部があったがのちのものにはなくなった.

昭和14年(ユ939)から事業は急速に発展した.その

頃ソ連全土の縮尺1:1,000,000説明書付地質図幅全177

図と全土の地質構造と地下資源とを記載した｢ソ連の地

質｣の刊行が計画された.第2次大戦(!939)前にヨ

ｰロッバ･ロシアの多くの地域で1:1,000,000の図幅が

完成していた.蝸和32年(工957)には全土にわたり

大小の地質図1腐が完成して空白地帯はなくなった.

このうち稚尺1:126,000と1:42,000の大縮尺のものが

全土の40%を占めた.第2次大戦後は生産と地質の研

究とが一層結びつき大縮尺の地質図幅で広域地質を解

明し探鉱に役立てる.中縮尺の図幅で地質の研究を

するには地殻深部の研究も欠かすことができない.深

部試錐や地球物理学的研究を行なって若い水平層や軽

微な逆転層の下位の地層も調べられた.

地質図幅の調査研究では地質構造があらゆる面から

徹底的に追求されるに止まらず水理学地形学地球

物理学的な測定なども取入れられて精猪に表現される

ようになってきた.地下資源の探査には各種の方法が

組合わせて行なわれ有望地域については徹底して解明

が行たわれるように怒った.地質図幅は単に地表地質

を示すだけでなく複合地質図を作るまで質が向上した.

調査技術の向上.設備の改善室内実験との結合ととも

に実験基地を増し生産機関との緕びつきを一層深くし

た.

戦後の特徴として航空写真を利用し地質構造を判読

することが義務づけられたし空中磁気探査法なども利

用されて地質図幅の質を高めるにいたった･こうし

て図幅だけで祖く小縮尺の地質図にも進歩がみられた.

昭和30年(1955)の縮尺1:5,000言O00昭和31年(1956)

の1:2,500,000のソ連地質絵図の2つの改訂版昭和23

年(1948)の1:1,500,000ヨｰロッパ･ロシアウ力レ

コｰカサス各地域昭和34年(1959)のシベリア卓状地

などの地質図が公刊された.また1:200,000中縮尺地

質図幅は重要鉱山地帯大地質区たとえばウラルコ

ｰカサス中央アジアァルタイアルタイｰサヤン摺

曲1地域クズネツク盆地アルダン鉱山地帯沿海州

樺太など多くの地域で刊行されさらに1:1,000,000全

ソ地質の大部分が出版された.

今の組織にたってから縮尺1:50,000の全ソ地質図幅

の大事業も見通しがついてきた.数ユ,000枚からなる

種々の内容で100をこえるシリｰズが出版されつつある.

そうして図幅の説明書には地質構造地下資源の特徴と

それらの解析地質現象から地下資源の生成や分布祖と

の規則一性の解析その地域の経済性と地下資源に関する

展望研究への指針などものべるようにたった.

このようた地質図幅のほか第四紀地質図地貌図

堆積相図古地理図構造地質図など多くの特磯図幅も

作って生産部門への資料をつくった.

構造地質図は地質構造を模式的に示すに止まらず深部

までを表現する.娼和27年(1952)に縮尺1:4,O00,O⑪O

ソ連構造地質図からはじめ昭和31年(1956)には1:

5茱O(〕O,000ソ連および隣接諸国の構造地質図など多くの�
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各地方の小縮尺のものが相次いで公刊され多くの地域

の大縮尺の構造地質図さらに他の特殊地質図類も公刊

された.

昭和39年(1964)にはソ連の地質家が他国の地質家

と協同して縮尺1:2,500,000｢ヨｰロッバ国際構造地

質図｣を刊行した.この方面と併行してソ連全土の深

部構造を扱った縮尺1:5,000,000の編さん図も完了した.

このようた研究は地球的視野からの大きい業績である.

ソ連では統制された研究方法でデｰタが急速に集り

精密な地質図幅類これらを総括した特殊図幅の公刊の

ほかすぐれた多くの研究論文も発表されてきた･

｢ソ連の地質学｣シリｰズ｢ソ連の地質構造｣も公刊

され昭和36年.(1961)から｢ソ連の地質学的研究｣シ

リｰズの出版が開始されている.〔おもに岸本文男訳

1969(YE.TシャタロフA.P.マルコフスキｰ1967)

による〕.

(5)イタリア

慶応3年(1867)に地質調査委員会が発足してから地

質図幅の作成がはじめら押た､

(!953)までに226図が刊行された(佐藤1955).昭

和46年(1971)のイタリア地質図幅目録を検討すると昭

和45年(1970)までに少なくとも250図が刊行されてい

る.これは全土の90%に当る.縮尺1:1,000,000地

質絵図は6図からなり昭和6年(!931)に3版が公刊

された.鉱床地帯などには1:12,500,1:25,000など

の大縮尺の地質図火山地帯だとは1:100,000アルプ

ス地帯などは1:500,000の小縮尺の地質図が作成され

る(佐藤1955).

井上ら(!907)によると1:100,O00の図幅は年間4～

5月の野外調査を行ない2年で完成した.大正15年

(1926)頃は1125,000の地形図を用いた.その頃ま

でに123図が公表されていた(大井上1927).地質図

は精度が高いのでかなりの調査期間をもっていること

は間違いない.第19図に1:100,OOO地質図幅を示す.

(6)スウェ`デン

この国は鉱山が多く地質鉱物に関する研究は古くか

ら行なわれた.寛政9年(1797)に南部および中部ス

ウェｰデンの縮尺1:800,000の地質図が公刊されていた.

イタリア地質調査所(Sew肋｡Geoヨ①gi60Italiam)

資料が少し古いが職員数は80名(佐藤源郎1955)で

層序古生物岩石鉱物等の地質家20名地球物理家

6名がいた.他に大学教授ら40名が地質図幅の調査や

他の研究を援助する.早くから縮尺1:100,000地質図

幅全277図をつくり明治17年(1884)から昭和28年

スウェｰデン地質調査所(Goo亘④gie釧S巫w町｡fSweden)

安政5年(1858)に地質調査所が創立された.縮尺

1:500,oo01:1,ooo,000の小縮尺地質図1:2,000,000

地質絵図も早くから刊行され明治40年(1907)頃には

1:50.0001:100.0001:200,000の3種の地質図幅

が作られた(井上ら1907).大井上(1927)によると

灘

縦燃繍蝋;鞍繊鰍燃

蕃

讐_螂燃咄_

葦鐘

榛

!鰯一､｣

鰯葦｣

嬢･･

簿

幾襲一一

離……撒倣一1一,

裳…一琴一一一一≡一.

1籔__

第19図

イタリアの縮尺11100,000地質図幅

Meranoこの地質図の枠は横幅38cm

縦37cmで北部がち北西部の淡色部は

国外(北側はドイツ北西側はスイス)

でありその部分は塗色されていない.

国境付近はアルプス山脈である.した

がって地質構造は複雑である.地質図

には氷河地形がはっきりとでている.

下側の地質断面図と地質図の間の小さい

枠には地域分けがされその右側に多く

の担当者の分担が示される.右下には

地質構造の模式断面図か描かれている.

昭和45年(1970)刊､�
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1:5(〕,000地質図偏は11苅の野外湖査に20ヵ月を要し

大正15年(ユ926)までに189図が出版され年間2～3

図が作られた.

地質調査所は研究一応用地質図1幅鉱石研究地球

物理の4部と分析実験所庶務のほか2支所があり総

員約350名で専門教育をうけたものは70名という.

図幅部で地質図幅が1乍られる.先カンブリア第四紀

の層序学的研究や岩石の記載も図幅部で行なわれる.

南部矢ウェｰデン'で1:50,000中部と北部で1

2(〕0,OOOまたは1:ωO,(〕00び)地質図1幅が川版される

(月i榊仁1967).

17)ベルギｰ

ベルギｰでは天保7年(1836)から地質図幅事業がは

じめられ嘉永3年(1850)には11100,000の地質図1幅

が完了し1:800,000の地質絵図や1:500,O(〕0の地質図

も刊行された､明治!3年(ユ880)よ!〕新規に1:20,000

の図幅全432関がはじられ明治18年(ユ885)までに

ユ6図が作られた(井上ら1907).

ベルギｰ地質調査所(Sewiee眺｡lo凶鯛健de思elgiq皿e)

明治29年(1欄)に地質調査所が創設された･それ

以来互:40王O00全226図の調査が開始され大正11年

(醐2)までですべてが完了し再びlI召和25年(195(〕)

から王:20苛OOOの地質図幅に改められ昭和30年(1955)

までにユ5図が1出版された(佐藤1955).現在では断片

的に発行されている.

㈹ポルトガル

安政4年(1857)に地質調査委員会が発足し閉治33

年(1900)に地質調査所が創立された｡

ポルトガル地質調査所(AosServi㏄8Geo1ogico纈

����条�

明治9年(1876)に縮尺11500,000地質絵図が公刊さ

れ32年(ユ899)と1昭和30年(ユ955)に改訂版が刊行さ

れた.リスボン付近で縮尺1:50,Ol)Oの特別図福州到

が1沼和14年(ユ935)から19乍(1944)までに公r二iはれ

1:20,(〕OOσ)リスボン1頁11幅が1旧和15年(19如)〕上1版きれ

た.他に分=散約に1:80,(〕OO1:1(〕O冒ζ1㈱匁どグ)地質

図が刊行されている.ここでは二1二壌1妥順もつくられて

いた(井上ら1907佐藤1955)由最近の確=情は詳ら

かでないが地質図幅事業はかな1)進展していると推定

される.

19〕スイス

この国の地質調査の歴史は古く18世紀にさかのぼる.

文政3年(!82(〕)から1:50,ρ001:75.0001:200.000

1:400,000などの地質図が刊行されたが大部分が外国

人地質家によった.

スイス地質委員会(Scllwiz6rig出電G⑫ologi螢砥㊧

x⑰㎜㎜is国童⑳滋)

慶応元年(1865)･に地質委員会が設立された･縮尺

1200,000図幅は全8図のうち11召和17年(191!2)か}o

鱗螂郷w繊一難畿鑑豊鐙幾裟畿器形u鎚搬楓鰍一

第20図

スペイン`'〕縮尺1:50,000地質図1鰯

Pueb1aEeli11oこの図の地質蜘ま繍厩

㍗妙事

(エ970)Tl｣.�



一31一

年(1955)までに5図11100,000全25図幅のうち明

治20年(1887)から昭和30年(ユ955)までに8図1:

25,000は全553図幅のうち約30図か完了していた.他

に1:5,O00から1:1,000,000までの縮尺で各種の地質図

が刊行されている(佐藤1955).星野一男(1972)に

よると地質図委員会は個人べ一スで地質図の刊行と販売

をしており縮尺1:100.0001:50.0001=25,000

地質図幅が計画されているが進捗度ははかばかしく粗

いという.

(1Φスペイン

スペインの詳細は不明であるがスペイン地質鉱物研究

所(亙醐搬眺0Gε0亘Φ9量eOy醐這蛆蛆0伽跳胴元固)によっ

て地質図幅カミ作られる.第20図に地質図幅の例を示す.

Uアジ戸

ω朝鮮

朝鮮は北と南とに分かれており北鮮とはまた国交回

復ができていないので詳細は判らない.朝鮮独立前に

は朝鮮総督府に地質調査所が大正8年(19!8)に設立さ

れ第2次大戦まで縮尺1:50,000地質図幅を公刊し

総数は728図でうち61図が出版された.大正14年

(1939)に立石巌によると調査ずみと調査中とされたも

のが他に16回あったがついに公刊されなかった.

韓国地質調査所(Geolog畳6a1二S皿岬gyofKo正ea)

昭和21年(1946)に南鮮に中央地質鉱物研究所ができ

昭和36年(1962)に地質調査所と改称された.

地質探鉱海洋地質の3研究部と庶務課がある.

研究員170名事務職員30名からなる.地質部には地

質図幅鉱床鉱物の4科カミおかれる.地質科では

一般地質燃料地下水鉱泉層位古生物に分かれて

研究され図幅科では地質図幅の調査と発刊を担当する.

地質図幅は縮尺1:50,000を発刊し南鮮側全349図の

うち昭和20年(1945)朝鮮総督府時代のもの25図を含

み112図カミ刊行され南鮮の32%が終了した.年間数

図幅カ拙版されている(1968年現在).このほか11

250,000の地質図幅が刊行され昭和45年(1970)に完

了の予定であった(馬場健三1969林昇一郎1970).

⑫インド

インド地質調査所(GeoEogi681Surveyof亙n棚a)

弘化3年(1846)英国領の当時に設立された.地質

家約500名物理探査を含め技術者約180名総員約

1,700名がいる.各州に支所がおかれる.

この地質調査所は古くから古生物学の研究で有名であ

る.古生物部には無脊椎動物脊椎動物微古生物

微古植物古植物の5課があり陳列館が付属する.

炭田地域の図幅は石炭課が担当し年間約6月を調査に

当て試錐を行なうといわれるが詳細は不明である.

ECAFE課ではECAFE地域の地質図の作成をする.

記録保存課は英国統治時代からユ00年以上にわたる未刊

行の調査資料を整理保存している(沢田秀穂1960).

佐藤光之助ら(1968)によると最近の3年間で1:63,360

(1inch:1皿i1e)の縮尺より大縮尺で256,600良m2そ

れより小縮尺で165,800km2の調査カミ行;なわれた.

⑫タイ

明治24年(1891)王立鉱山地質局カミ設立された.こ

の頃は錫産地の鉱区だけしか扱われたかった.昭和13

年(1938)頃から地質家が養成され昭和17年(1942)

に地質課から地質部にたり戦後(1946頃)から地質調

査が行なわれはじめた.

タイ地質調査所(Geo且｡gi6釧S岨∀ey巫ivigio㎜,

眺P鮒をme巫t0重Mi亙e閉!腕90似醐㈱)

地質調査鉱床地質地下水測量などの10部がある.

地方には4つの鉱産資源センタｰと11の地方事務所もあ1､

る.地質家45名のうち図幅担当者17名総員約480名

がいる(1965現在).

地質図幅は1:250,0qOが全土75図で予察は航空写真で

解析される.昭穐40年(1965)から西ドイツ調査団の

援助で北部と中部で22,700km2北部で28,000長平2

の地域の調査が終了した.全土の10%に当る.地質

絵図としては1:2,500,000タイ予察地質図が刊行されて

いる(沢田1968a佐藤ら1968).

蝸トルコ

鉱物調査開発研究所(M洲e㎜Te砒itYeA正藺㎜e

亙㎜8軸触曲;皿.丁.A.)

昭和10年(!935)に設立された.総務鉱床放射

能鉱物一石炭工業原料鉱物地質実験調査開発

科学資料人事教育会計の11部からなる.これに科

学委員会や技術顧間がついている.地質家200～300名

総員1,500～2,000名といわれる.

地質部には図幅構造地質堆積学岩石学空中写

真水理地質石油古生物の8課がある1

図幅課で1:500,000図幅全21図が昭和40年(1965)

までに刊行されたがこのうちの6つに地質説明書が公

刊された.昭和42年(1967)より1:25,000の地質図

幅の調査がはじめられた.縮尺1:1,500,000トルコ地

質絵図10図は公刊されておりトルコ構造地質全図が昭�



一32一

策4表地の国々

の地質図嬬事樂

の概愛

国名職員

ビルマ

アフガニスタン

ノξキスタン

イスラェル

セイロン

マラヤ

モンゴル

イラン

マレｰシア

パキメタン

地質象･技術者300

総員400

外国人

本国人

地質家

科学系職員

岡臨時職

㈳

ユ10

����

㈸

�

地質家17～エ8(1967)

地質家20総員120

(図煽担当者6)

高級技術者164一般技能者517

訓練生48(1968)

図幅の縮尺

����

燃11峨1鰯/手

未着手

1:100,OOOほぼ完7

1118;818/綱あ1

(1:250,OOOパレスチナ地質図)

1…3ユ,680-480平方哩

至63茱360-2宮200〃

1唐和29年(ユ954)以降40%終了

昭32年(1957)玉O斑王畳3001㎜一2

〃34年(1959)工1現王ユ,56C〃

1;1,O⑰唾,0⑰⑪出版ずみ

1.25⑰,⑪00

重熱帯で

1.1⑪⑪畳000

工獺幅

3図煽

備考■文献

空中写真を利用す沢囲196ユ

エ:1,OOO,000絵図あリ〃1960

ユ961

1.5,OOOまたは1:20,O⑪“地形劇

㍗㌻芒地質竺鮒1"ユ964a&b

(機軸優(鶴･図)

佐藤ら

服部

全土がノ8出版ずみ

〃曙/魯調査ずみ

卜蝸

(ソ連の援助)

(全土の工O劣)

(4図幅近刊)

1佐鮎

…∴

ユ968

隻9畿屋

王鑓至

工968

��

1≡妻1;葦88}㈹呼惚(鰍欝瞳ずみ)

カ亨ダの援助で3艘500単方哩調養印

1印工968

カ六ダの援助による

1:63,360-35･125平方哩(航空写真地質航空写真測量実施)

至:126･72ト18･250"

]二一253｡省0⑰一76量⑪5§〃(1968)

����

和43年(ユ968)に編さんされた(井上英二1968).

嫡申園

(イ)棄北部(満州)

第2次大戦前に洋明治40年(1907)南満州鉄道に地質

課大正8年(1919)地質調査所がおかれた.のち満

州国地質調査所(GeologicaほnstituteManchukuo)と

なり終戦まで事業を行なった.〔注)われわれは軍

国主義の下におけるあやまちを素直に反省し地質の研究は人

民の橿祉世界平和と科学の進歩のために役立てねぱならぬ.〕

ここで作られたおもなる地質岡は縮尺1:200,000関東

州地質図(1915)1:1,000,000溝川地質および鉱産分

布図(1938)1:3,000,000満州および接譲地帯地質図

(1940)がある.

地質図幅は大正13年(1924)から昭和7年(1932)ま

で満州の1:400.0009図幅を公刊し昭和5年(1930)

から1:100.00030図幅の調査を終えたが未公表に終わ

った.昭和15年(1940)には1:150,000の図幅が1図

出版された｡関東州では1:25,000の地質調査が大部

分終了しこれを1:50,000の全79図幅にまとめる計画

カミあったが戦争の激化のため公表するにいたらたかった.

(口)中国全土

中国の地質は明治15年(1882)頃からはじめられた.

昭和24年(1949)解放当初は地質家は全土に300名位し

かいなかったが解放直後から地質事業は急速に発展し

た.

地質省(Ch云鵬回e皿ini8仇デ｡董G亀⑪夏⑰醐)

中央には地質省がありここで地質および地下資源に

関する業務を扱う.古生物層位岩石鉱物第四

紀地質などの付属研究所をもち地方には地質局が設け

られ別に石炭石油.冶金恋どの分野にも地質関係の

組織カミある.基礎的理論的な研究は中国科学院の地質

研究所で行なう.

昭和41年(1966)頃には地質図1幅は縮尺1:3,000.000

1:1,000,0001:200,000の3通りが行なわれた.基

礎的な1:200,000は地方機関で実施し生産からの要望

1:1,000,000の編さんに必要放地域を選んで実施し地

質家10名で2～3年で完成する.1:3,000,000はチ

ベット方面を除き広大な地域がほとんどカバｰされて

いた.1:50,000や1:100亘000は目的に応じ部分的

に作られたといわれる.その後ユ:50,000の地質図幅

にも着手されたらしく佐藤ら(1968)によると広い

国土の西半部はすでに終了し東部および南東部で進行

している.

㈹その他の国

他の国々のうち若干判明したことを第4表に要約する.�
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策5表アフリカ講国の地質図幅事業の概要

国名

ウガンダ

タンザニア

ザンビア

回一デシア

モザ:■ピｰク

スワジランド

南アフリカ

アンゴラ

コンゴ(キン

シヤ文)

コンニ1(ブラ

ザビル)

ガボン

中央アフリカ

チヤド

カメルｰン

ナイゼリア

ガｰナ

シェラレオネ

ダオメｰ

トｰゴ

ニジェｰル

オｰトボルク

マリ

芸㌶字1

ギニア

スペイン領

サハラ

モロッコ

アルセリア1

アラブ連合

スｰダン

仏領ソマリラ

ンド

ソマリァ

マダガスカ牛

仏習一一オン1

ルワンダ1

リビア1

全国図

縮尺図数

��㈵�〰����

1図

ユ:2,OOO,000(ユ959)4図

1:1,OOO,OOO(1962)4図

1:1,000,000(1971)1図

1:2,000,OOO(1957)1図

�㈵�〰����

1:1,OOO,000(1970)4図

ト･･一･

1:1,000,O00(1956)2図

�㈬住�住����

1:1,000,000(ユ958)1図

1:1,013,760(1960)1図

紀

(旧仏領アフリカ)

��住�住����

1:500,000(1962)4図

1:1,500,OOO(1958)1図

1:500,000(1954～59)5図

1:4,000,000(1949)1図

:400,000(1946)1図

:100,000(1964)3図

1:2,000,000(1970)1図

図幅

(全数)

■完了率

完了図幅数(刊行年)1(劣)

11250,000全91図

1:ユ25,000全322図

1:100,O00全280図

1:100,000全151図

1:250,000全87図

�㈵�〰�

1:250,O00金137図

11250,000全33図

1:250,000全43図

1:500,O00全14図

1:500,000全ユO図

1:500,000全28図

1:500,000全46図

11500,OOO全16図

1:250,OOO全87図

1:125,O00全97図

1:125,000全32図

1:500,OOO全9図

1:250,000全17図

1:500,000全13図

1111:l11鑓慶

一

11100,000全14図

1:250.0008図(1961～62)

1:100,00018図(1959～63)

同左

同左

同左

���〰

同左

同左

同左

ユ09図(1955～67)

23図(1958～70)

17図(1940～64)

1図(1953)

12図(1959～67)

3図(1968～70)

7図(1957～67)

エ1125.00023図(1951～67)

同左8図(1961～65)

1:100.0002図(1970)

同左5図(1931～52)

同左3図(1950～58)

同左7図(19当9～59)

同左12図(1952～60)

ユ:ユ,000.0002図(1956～58)

1:500,OO03図(1959～62)

同左9図(1952～61)

同左28図(1960～63)

同左1図(1960)

1:62.5008図(1961～67)

1:100,0C04図(1960中67)

1:62,500些図(1966)･｡{

同左8図(1956～58)

1:500.0001図(1958)

11500,0002図(1958)

1:1,000,OO01図(ユ959)

1:500.0001図(]957)

1:550.0001図(ユ940)

1:200,OO08図(1951～70)

1:ユ00.00014図(ユ950～68)

1:500.0008図(1934～52)

一1:200.0009図(1950～62)

11100.0001図(1956)

1:50.00030図(1911～68)

1:100.0002図(1964～65)

1150.0001図(1962)

工:40,0003図(ユ963～65)

1:20,OO01図(1962)

1=ユO,0002図(ユ963～65)

111,000.0001図(1952)

■1:250.0003図(1952～62)

1:100.0001図(1961)

■!1125.0007図(1959～60)

同左13図(1956)

離;鮒:1二;1;

1150.0004図(1960)

同左4図(1964～67)

��

㌰�

9一

/…

14土

�

/･･

/･･一

�

㈰�

��

��

/･･土

�

㌲

�㌀

}…

�

�

10数

数

20一

20一

/…

/…

/･･

�　

30一

(資料室1972a&b)

㎜アフリカ

⑰アフリカ諸国

多くの国では比較的最近になっ

て図幅調査カミはじめられた.第

5表にその概要をまとめた.

Wアメリカ

⑱アメリカ合衆国地質調査所

(U独itedStates(;e0互09ica亘

S皿岬ey)

ソ連とともにアメリカの地質調

査所は巨大在組織をもっている.

アメリカでは地質調査所創立

前から探検隊によって地質調査が

行なわれていたがおもに西部地

域の開発のためにこの事業カミ組織

化されて明治12年(1879)に地

質調査所の創立となった.創立

当時法多くの探検隊を組織して地

質調査が行なわれていた.1899

年頃には管理局Ad皿inist･ation

Diマision地質局Geo1ogicDivi-

siOn水資源局WaterResou｢ces

Division測地局Geographic

Divisionからなって付属機関と

して出版および図書関係があった

がのち資源保全局COnser∀atiOn

DiYisionを加えさらに付属して

いた出版や図書などを出版局

Pub1icationDivisionとした.

デンバｰおよびサンフランシスコ

に支所がある.測地局は日本の

国土地理院に相当し地質調査所

開設頃に探検旅行にたよったその

関係が今におよんでいるのであろ

う.

佐藤源郎(1955)によると総人

員は8,000名(1949年7月現在

嘱託を含む)といわれ地質局は

鉱床燃料アラスカｰ般地質

地学工学軍用地質地球物理

地球化学および岩石層位古生物

海外地質の10部からなったがそ

の後再編成された.

林昇一郎(1965)によると地質

局は鉱床地質部E･onomic�
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Geo1ogy実験地学部Experimenta1Geo1ogy工学地質

部EngineeringGeo1ogy地域地質部Regina1Geology

に分かれ地質局だけで昭和39年(1964)〔職員数が960

名で10年後には1,750人となる予定だったといわれる.

地域地質部は11に分かれそのうちの8課は地域別で

ニュｰイングランドNewEng1andケン･タッキｰ

Kentucky南部ロッキｰ山脈SouthemRockyMts､

北部ロッキｰ山脈NorthemRo･kyMts=南部諸州

SouthemStates太平洋岸Paci£cCoastStatesアラ

スカAlaskaと他に層位古生物学課paleontologyand

Sratigraphy構造図課pa1aeotect㎝icMaps地域地球

物理学課Reg{onalGeophysicsがある.岩看学や鉱

物学は実験地学部外国地質は鉱床地質部特別研究は

工学地質部に属する.わが国

の地質部は地域地質部とさきに

和39年(1964)現在で縮尺1:250,00(〕の図幅が本国で

およそ40%1:63,360が約20%完了した･全国絵図

は1:2,500,000が昭和7年(1932)に同縮尺の地質構

造図が昭和19年(1944)に刊行された(林1965佐藤

1955井上ら1907).

アメリカ地質調査所の報告書(Bu11etin)をみると地

質図幅の縮尺は1:250.0001:63,360ユ:62,500ユ

48.0001:24,000など種々のものがあるが最近で

は1:24,000のものが多い.アメリカでは州立地質調

査所が主に地質図幅を担当しておリテキサスカリフ

ォルニアなどでは1:62,500ときに1:125苗000芝ネ

ソタやアラスカでは1:63,360ミネソタでは工13夏呈鯛⑪

ペンシノレハニアなどは1:2遂,000の縮尺で公刊され各

のべた各課の仕事をすることに

相当する.

かつて縮尺!:63,360(1inch:

1mi1e)または1:126,720

(1inch:2mi1es)の地形図

地質図地質構造図および庭用

地質図をユ組とし簡単な説明

書をつけた地質図帳Geo1ogic

At1鵬を“Fo玉三〇"とよんだが

昭和20年(1945)227号をもっ

て中止し現在では報告書

Bunetinとして資源や地域地質

の研究報告が出版される.

林昇一郎(!965)によると昭

第2咽

ペンシルバニア州の縮尺呈1婁遂｡⑪0⑪地質図煽Geo:ogic

Mapofth僅Soutもe醐弛1麦｡童tbeNe燃Bl⑪⑪㎜舳d

Qu畠drangle,P竃nsy至蝸nia.(部分図)こ口)図は凶角で

はない.地質図は幅88c㎜縦57.5c舳･)ものに右.｣二に

1幅29cm縦8cm促)図をつぎ足した形をしている､地層

の細分は39に区分される1地質図の宥側に凡例右下に

位置図左下に地質断砺図が示される.地質構造は複雑

だが図に見られるように構造導位は日本の地質に比較して

スケｰルが大きい.地質図に直線状にのびている黒い練

は瑞脈である.昭和42年(1967)刊.

第'22図

アメリカ合衆国の種々の地質図順説明書立.トからミネソ

タ州の地質図1臓縮尺1;31,680(楽人リ)ミスリｰ州の

劉幡説明書(王:24,000地質図幅共装入リ)テキサス州図

幅説明書(繍尺1:2£0,000地質図幅共装入リ)裏蘭に凡

例鰯が酬1ijされる.左下からペンシルバニア州の図幅説

明書とぞ篶外面(1:24,O00地質図共)カリフォルニア州

σ)図欄謝窮欝(1:62,500地質図幅付)アメリカ連邦口)報

告書(跳晦t三羽)の地質図1協説明書(1:24,000地質図

偏付)､�
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州でまちまちである.アメリカの地質図幅は日本のよ

うに緯度と経度とによって正確に分割されていないで

行政区画によって区分されている.第21図にペンシノレ

ハニア州の縮尺1:24,000地質図幅の例を示す.第22

図にアメリカの種序の地質図幅と説明書を示す.

㈹カナダ

カナダ地質調査所(Geo亙｡g長6a亙S皿岬町｡fCa皿8d3)

天保13年(1842)に設立され歴史は古い.初期の

地質調査は探検隊を組織して行ない動植物も併せて調

べた一先カンブリア後カンブリア層位学鉱物学

鉱床物理探査の6部からなり地質家110名技術者

17名総員約270名で夏季に学生や若い地質家を臨時

に雇入れ80～85の調査隊が編成される.

地質図幅は1:63,360(1:inch:1mi1e)のものカミ全

土の2.5%1:253,440(1三nch:4mi1es)のものが28.5

%計31.O%(1955現在)完了している(佐藤源郎1955).

全域が1:1,000,000で64図幅その1図が1:253.440

16図さらにその1図が1:63.36016図からなるので

1:253,440は約1,024図1:63,360は全部でおよそ

16,384図となる.日本と違い地質調査にも種々の事情

があり1図の枠より大きいものや小さいものたどもあ

って詳細はよく判らない.

カナダの図幅には正確に塗色された地質図幅のほかに

地質の境と地質を番号で区別し無地のものが出版される.

¢Φチリ共和国

チリ地質調査所(亙㎜8舳u伽dehVe8ti幽6ionOg

Ge0109童6胴)

チリの地質調査所の歴史は新しく昭和43年(1968)

である.はじめはアメリカ調査所の援助をうけたが

現在(ユ968)ではチリ人の地質家か30名で研究を行なっ

ている.1:1,000,000のチリ全図(1960)がある.

地質図幅は1:50,000で作られ北部のCopiapo付近

で12図が完成している.他に1:100,000および

1:250,000のものがある(松野久也!968).

ωアルゼンチン

地質鉱物研究所(亙㎜8舳1並｡Na6io皿31ae

Ge0109ieyM且ne凶a)

この研究所には地質鉱山地形地下水の4研究部

と総務局および鉱業経済部に分かれる.地質部は岩石

鉱物古生物および図幅の4課からなっている(上野三

義1969).

的オｰストラリア

安政2年(1885)に内務省に地質部がおかれた.

オｰストラリア連邦の鉱物資源地質地球物理局(跳re舳｡f

Mi亙眺a亘Re80悩r㈱3,Geo-ogyaMGeo泌ySi6繧)は昭和

20年(1945)に設立された.

地質鉱物資源石油探査地球物理管理の5部門

と博物館とから匁る.地質家308名を含み総員627

名(1970)がいる.

地質部は鉱床地質サｰビス堆積盆地の3課に分か

れる.鉱床課は7係のうちに2つの野外図幅調査係が

あり地質サｰビス課には5係のうち北方州(Northem

T…it0･y)駐在員パプア･ニュｰギニア駐在員が含ま

れる.堆積盆地課には2つの野外図幅調査係と写真地

質大型古生物微古生物の5係がある.

図幅調査には合同調査班が組織され計画主任には上

級(3級)技師カミ当り1～3班の各班長は中級(2級)

技師が指揮をとる.野外調査には堆積岩岩石学古生

物などの研究者や州地質調査所からも参加することがあ

る.調査期間は5～9月で自動車や航空機も利用さ

れる.地質部門のための製図員は昭和25年(1950)に

3名昭和42年(1967)に40名であり地質図幅に対し

ては最近にたって力が注がれた(沢田秀穂1968高島

清1972).地質カミ比較的に単純で人口密度が低い荏ど

の理由で航空写真で予察カミ行なわれ探検隊のような組

織で地質図幅か作られるとみられる.各州の地質調査

所でも図幅が作られる.

ニュｰサウスウェｰルズ州地質調査所(GeoEogic軸

S似珊yofNewS①㎜仙W地8)

明治2年(1875)に設立された.野外調査部と一般サ

ｰビス部に分かれる.地質家58名総員約120名(1969)

がいる.野外調査部には特別調査地域地質石油鉱

物調査地球物理土木水理地質石炭の6課かある..

クイｰンズランド地質調査所(Geo亙｡gi6釧

S双rマeyofQwee㎜目互and)

明治元年(!868)設立された.総務鉱床地域地

質石油地質花粉学古生物土木地質石炭の8課

と地方事務所に分かれる.地方事務所は庶務地域地

質鉱床の3課に分かれる.地質家は約10名と特別研

究官12名学生5名が研究に従事する(1970).

西オｰストラリア地質調査所(Geo亘｡gi6釧

Su岬eyofWe冒temA㎜9桁a脆)

明治15年(1882)に設立された.一般サｰビス鉱�
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物資源地域地質堆積水理土木地質の5部から祖リ

専門官49名総員70名がいる.一般サｰビス部に岩石

古生物地球化学地球物理技術広報の5課鉱物資

源部に東部金鉱地質南西地域北酉地域の3課地域

地質部に一般北西地域フラッグストｰンワｰバｰト

ン地域東部金鉱地域の4課がある(高島清!972).

このほかビクトリア州には嘉永5年(1852)に設立され

たビクトリア地質調査所(Geo1og亘｡alS11岬eyofVictoria)

タスマニア島には文久元年(1861)に設立されたタスマ

ニア地質調質所(Geo1ogi68亘S岨veyof肋8mania)があ

る.オｰストラリアにおける地質図幅は1:253,440

(1inch:4mi1es)であったが今では縮尺1:250,O00

に改められた曲全541図幅のうち西オｰストラリア

州40図(1954～1969)(説明書付)北方州55図(1962

～1970)(説明書付)クインズランド州59図(1957～

1970)(説明書付)ニュｰサウスウェｰノレズ州29図(1962

～1968)(一部説明書付)ビクトリア州14図(1965～

1969)南オｰストラリア州17図(1951～1969)計214

図が完成されている.

特殊図幅には1:63,360(1王nch:1mi1e)があって

北方州18図幅(!958～1962)クインズランド州3図幅

(1964)ビクトリア州19図幅(1961～1968)南オｰス

トラリア州78図幅(1951～1967)タスマニア14図幅

(1958～1969)計132図幅が公刊されている.特殊

図幅を1:253,440に換算すると8図幅強ができているこ

とにたる.したがって終戦後から昭和45年(1970)頃

までに41%が公刊されたことになる.佐藤ら(1968)

によると調査ずみのものを合わせると全土の62%が終了

したという.他に1:5,000,000オｰストラリアおよ

びニュｰギニア地質絵図(世界国際地質図オｰストラ

リアニュｰギニア編)4図幅(1965).1:6,000,000

オｰストラリア資源地図帳30図幅(1966)(説明書付)

各州の地質図放とがある(資料室1972b).

網ニュｰジｰランド

ニュｰジｰランド地質調査所(NewZea1a皿dG⑧ologi6al

S㎜岬ey)

慶庵元年(1865)英国植民地地質調査所として設立さ

れた.現在では科学技術研究庁(DpartmentOfScien-

ti丘｡andIndustriaLResearch:DSIR)に属する.広域

地質鉱床地質微古生物学古生物学岩石学の5課

と地球化学および堆積学の2実験室地方には6支所が

ある.支所の野外地質家が図幅調査を実施し本部の

広域地質課では構造地質第四紀地質氷河活断層

火山などの特別テｰマに従事する｡野外地質で集めた

試料の鑑定保存は本部の地質家が担当して細い研究

に発展させるように在っておリ相互の連絡は緊密に行

なわれている.地質家には2名について補助1名がつ

いて研究が援助される.職員数90余名(地質家はその

半分)'からなる.古くは縮尺1:63,360(1inch:1mi1e)

の地質図1幅と説明書(論文)が作られ明治45年(1912)

から第2次大戦まで!6図幅戦後に再びはじまリ昭和44

年(1969)まで23図幅が作られた.この図幅は伸々全

土がカバｰできないので昭和32年(1957)から新しく

1:253,400(1inch:4m11es)の地質図幅がはじめられ

昭和44年(1969)には完了した.特殊図には1:25,000

が作られ昭和40年(1965)から44年(1969)まで5図

幅が公刊された.他には曜和33年(ユ958)刊行の王:

2,000,000ニュｰジｰランド地質絵図がある与

酉サモア(WestemSamo星)は昭和33年(1959)に

1:100,000の地質回全2図幅か完了している.フィジ

ｰ(Fiji)では縮尺1:50,000地質図幅全38図のうち

昭和34年(1959)から45年(1970)まで26図の公刊をみ

た.1年に2～3図が作られている(服部仁1965

資料室1972).

的インドネシア

嘉永3年(1850)オランダ政府が鉱山局を設け大正

8年(1919)ここに地質部がおかれた.翌年(1920)

に火山部ができた.昭和10年(1935)に地質調査所が

できた.昭和17年.(1942)から20年(19坊)まで員本

軍政下で日本人地質家か活躍した.独立後は中央地質

鉱山局として新発足し昭和27年(1952)に鋤土帽から

分かれ地質調査所となった.

インドネシア地質調査所(GeΦ1ogic阯S㎜岬Wof

亙nd0巫e8ia)

研究部門は地質探査火山土木地質一水理地質

実験一資料の5部がある.地質家(1部に技術者を含

む)約100名化学技師4名測量技師145名技術補

助員約440名事務員約330名総員約1,000名カミいる｡

地質部には図幅編図特殊図写真地質の3課がある.

地質部にはかつて岩石および古生物の2課があったが

実験室資料部に移され岩石鉱物実験室古生物実験室と

たった.地質図幅はジャワ島でみると1:100,000のも

のカミ作られる.昭和42年(1967)7図が完了翌年

(1968)には10図が完了予定で約25%(戦前の13%を

含む)が終了した(沢田1968佐藤ら1968).他に

1:500,000ジャワ島地質図(1963)がある.

スマトラの地質図幅は縮尺が1:200,000で調査される.

南部スマトラの油閑地方を除いた分はすでに完了してい

るといわれるが詳細はわからない.スマトラ島の1:�
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1,000,000の地質図は年内に出版される予定であった.

カリマンタン(ボノレネオ)の1:1,000,000地質図も近く

出放されるといわれる(佐藤ら1968).なおインドネ

シア地質絵図(1965)は縮尺が1:2,000,000で作られて

いる(沢田1968c佐藤ら1968).

㈲ニュｰカレドニア

フランスのB･R･G.M.によると昭和40年(1965)から

昭和42年(1967)まで1:50,000の地質図幅9図が刊

行された.他には1:1,000,000ニュｰカレドニア全図

(1957)がある.
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